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序　文
　本書に報告する発掘調査は、「独立行政法人国立病院機構善通寺病院」統合事業に伴うもので、旧練

兵場遺跡の中でも西側の部分です。平成８年度より開始し約 9 年の期間を要した旧練兵場遺跡調査の総

面積は約 27,000㎡、出土遺物はコンテナ約 10,000 箱に及び、本書はその第 3 冊目の発掘調査報告書と

なります。

　今回の報告する箇所の発掘調査では、縄文時代後期から中世にわたり密集する数多くの遺構と遺物を

確認しました。中でも弥生時代中期から古墳時代前期、古墳時代後期から古代にかけての集落構成やそ

の機能を明らかにする貴重な成果を挙げることができました。弥生時代中期から古墳時代前期の集落は、

西日本でも屈指の大規模なものであり、鏡や銅鏃などの青銅器や様々な地域から搬入された土器などは、

人とモノが参集した交易の結節点としての集落の機能を物語っています。また、集落の継続期間が弥生

時代から古墳時代への変成期にあたり、本書で収録した大規模集落の構造と変遷は当時の社会構成を復

元する上で重要な資料となるものです。

　最後に、今回の発掘調査および整理作業にご理解とご協力を頂いた独立行政法人国立病院機構本部、

独立行政法人国立病院機構善通寺病院をはじめとする関係機関各位に感謝申し上げるととともに、今後

とも埋蔵文化財の保護について、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成 25 年２月

香川県埋蔵文化財センター

所長　藤好　史郎



例　言
１．本書は、香川県善通寺市仙遊町に所在する旧練兵場遺跡の発掘調査報告書である。

２．本書に収録した調査は、平成 14・15 年度は厚生労働省四国厚生支局、平成 16 年度以降は独立行政

法人国立病院機構善通寺病院から香川県教育委員会へ委託され、平成 14、15 年度については香川

県教育委員会から再委託された財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが、整理作業を含む平成

16 年度以降については香川県埋蔵文化財センターが調査担当として実施した。調査・報告書作成

に伴う費用は、平成 14・15 年度分を厚生労働省四国厚生支局と独立行政法人国立病院機構本部が、

平成 16 年度分については独立行政法人国立病院機構善通寺病院がそれぞれ負担した。

３．現地での発掘調査は、平成 14 年 8 月 1 日から順次実施し、平成 16 年 3 月 31 日に終了した。整理

作業は、香川県埋蔵文化財センターにて平成 21 年度 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで実施し、

平成 25 年２月 28 日、本書の刊行を以って完了した。

４．現地での発掘調査の担当は以下のとおりである。

平成 14 年度	 平成 15 年度	 平成 16 年度

文化財専門員　森下英治	 文化財専門員　森下英治	 文化財専門員　片桐孝浩

文化財専門員　宮﨑哲治	 文化財専門員　宮﨑哲治	 文化財専門員　福家正人

主任技師　松岡　晶	 主任技師　黒木康弘	 主任技師　信里芳紀

主任技師　黒木康弘	 主任技師　松井和久	 主任技師　細川健一

調査技術員　森麻子	 調査技術員　森麻子	 調査技術員　森麻子

調査技術員　中里伸明	 調査技術員　加納裕之	 調査技術員　中嶋将史

	 調査技術員　中里伸明

５．調査の実施にあたっては、善通寺市教育委員会、地元自治会をはじめとして、下記の方々にご指導・

ご教示を賜った。記して謝意を表したい。（順不同・敬称略）

	 大久保徹也（徳島文理大学）、石黒立人・永井宏幸（公益財団法人愛知県埋蔵文化財センター）、栗

林誠治・近藤　玲（公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター）、柴田昌児（公益財団法人愛媛県埋

蔵文化財調査センター）、藤田三郎（田原本町教育委員会）、寺前直人（駒沢大学）、濱田延充（寝

屋川市教育委員会）、三好孝一（公益財団法人大阪府文化財センター）、中村　豊（徳島大学埋蔵文

化財調査室）、石丸恵利子（熊本大学埋蔵文化財調査室）、禰宜田佳男（文化庁）、林　大智（公益

財団法人石川県埋蔵文化財調査センター）、田崎博之・村上恭通・吉田　広（愛媛大学）

６．本書の作成は、香川県埋蔵文化財センターが実施した。

７．本書で用いる遺構名は、基本的に現地調査で使用したものを踏襲するが、報告書作成作業で欠番に



なったものや、新たに確認されたことにより追加したものが含まれる。	

８．標高は全て T.P（東京湾平均海面）による表示を行った。

９．本書で使用する測地系は、既往の調査区との統合を図ることを目的として日本測地系平面直角座標

系第Ⅳ系を使用したので、注意されたい。また、本書で使用する方位は、国土座標における座標北

を示す。

10．本書に収録した実測図や自然科学的分析については、下記のように委託を行った。

	 土器実測委託（株式会社九州文化財研究所）、土器実測委託・遺物トレース（株式会社アコード）、

株式会社イビソク（遺物デジタルトレース・鍛冶関連遺物の金属学的分析）、土器胎土分析・管玉

石材同定・赤色顔料同定（株式会社パレオ・ラボ）

11．本書に掲載した遺構写真は各担当者が撮影し、遺物写真の一部は岡村印刷工業に委託した。

12．本書の執筆及び総編集は信里が行った。

13．現地調査及び整理作業で作成した実測図・写真記録等は全て香川県埋蔵文化財センターで保管して

いるので、広く活用されることを希望する。

GWCL_225
テキストボックス
※地図は国土地理院地形図を使用しました。
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J区 SH4004 炉 （K1） 遺物出土状況　北から

図版 27　J 区

J 区 SB4001 全景　西から

J区 SB4001 （SK4001） 断面　北から

J区 SB4001 （SK4001） 断面　北から

図版 28　J 区

J 区 SR4001 全景　北東から

J区 SB4002 全景　東から

図版 29　J 区

J 区 SR4002 断面　南東から

J区 SR4002 断面　南から

図版 30　J 区

J 区 SR4002 全景　北から

J区 SR4002 断面　南から

図版 31　K 区

K 区 SH3001 全景　北西から

K区 ST3001 断面　南から

K区 ST3001 検出状況　北西から

図版 32　K 区

K 区 北壁　南から　

K区 SD3004・4002 全景　西から

図版 33　K 区

K 区 SD4002 遺物出土状況　東から

K区 SD3004 遺物出土状況　北西から

K区 SD4002 遺物出土状況　東から　

図版 34　L 区

L 区 北部全景　西から

図版 35　L 区

L 区 全景　北から

L区 全景　北西から

図版 36　L 区

L 区 全景　北西から

図版 37　L 区

L 区 SH5002 全景　西から

L区 SH5005 完掘　北から

L区 SB5007 全景　北西から　

図版 38　L 区

L 区 SH5010 炉（SK5010） 検出状況　東から　

L区 SH5010 炉（SK5010） 断面　南東から

L区 SB5008 柱痕下の炭化物　東から　

図版 39　L 区

L 区 SH5010 土器出土状況　南から

L区 北東 北壁　南から

L区 東壁　西から

図版 40　L 区

L 区 東壁　西から

L区 東壁　西から

L区 作業風景　北から

図版 41　L・M・O 区

L・M・O区 全景　北東から

図版 42　M 区

M 区 全景　北から

図版 43　L・M 区

L・M 区 全景　北西から

M区 全景　北から

図版 44　M 区

M 区 全景　西から

図版 45　M 区

M 区 SB6003・6004・6005 全景　東から

図版 46　M 区

M 区 南部全景　北から

M区 南東部断面　南から

図版 47　M 区

M 区 中央部断面　南から

M区 中央部 古墳時代竪穴住居群 検出状況　北から

図版 48　M 区

M 区 SH6012・6014 全景　北から

M区 SH6021・6025 全景　北から

図版 49　M 区

M 区 SH6013・6015・6014 全景　北から

M区 SH6014 全景　北から

M区 SH6021 全景　南から



図版 50　M 区

M 区 SB6002 全景　東から

M区 SB6006・6007 全景　西から

図版 51　M 区

M 区 SH6001・6002 全景　南から

M区 SH6004 全景　南から

M区 SH6007 床面検出状況　東から

M区 SD6015 断面　北から

M区 SH6001 床面検出状況　北から

M区 SH6006・6007 全景　南から

M区 SH6011 全景　西から

M区 SD6015 全景　東から

図版 52　M 区

M 区 SB6002 （SP6067） 断面　東から

M区 SB6004 （SP6104） 断面　東から

M区 SB6006 （SP6359） 断面　東から

M区 SB6008 （SP6437） 柱痕検出状況　西から

M区 SB6004 （SP6104） 断面　東から

M区 SB6005 （SP6072） 遺物出土状況　南から

M区 SB6007 （SP6367） 断面　東から

M区 SB6008 （SP6437） 全景　西から

図版 53　N 区

N 区 東半部全景　北から　

図版 54　N 区

N 区 SH7001 床面検出状況　東から

N区 SH7001 検出状況　東から

N区 SH7003 床面検出状況　西から

図版 55　N 区

N 区 SH7003 断面　南から

N区 SH7003 焼土・炭化物 検出状況　北から

N区 SH7003 土層土器群 検出状況　西から

図版 56　N 区

N 区 SH7004 炉跡断面　北から

N区 SH7004 炉跡 検出状況　南東から

N区 SH7004（SP7359）　東から

図版 57　N 区

N 区 SH7005 炉跡断面　東から

N区 SH7005 断面　東から

N区 SD7305 断面　東から　

図版 58　O・P 区

O・P 区 全景　北から

O・P区 全景　北から

図版 59　O・P 区

O・P 区 全景　西から

O・P区 全景　北から

図版 60　O 区

O 区 全景　南から

O区 SH8008 全景　東から

図版 61　O 区

O 区 西半部 全景　北から

図版 62　O 区

O 区 SH8203 全景　北から

O区 SH8206 壁溝検出状況　西から

O区 SH8206 床面検出状況　北から

図版 63　O 区

O 区 SH8206 全景　南から

O区 SH8204・8207 全景　南から

O区 遺構検出状況　北から

O区 SH8001 全景　南から

O区 SD8001 全景　西から　

O区 SD8001 断面　西から

図版 64　O 区

O 区 SD8001 中位遺物出土状況 その 1　西から

O区 SD8001 中位遺物出土状況 その 2　北西から

O区 作業風景　北から

図版 65　O・P 区

O 区 SH8203，P 区 SH9301・9302 全景　北から

P区 SH9003・9004・9005 全景　東から

図版 66　P 区

P 区 全景　北から

P区 Ⅲ層 上面検出状況　北から　

図版 67　P 区

P 区 SH9003・9004・9005 全景　東から　

P区 SH9005 土器出土状況　東から

P区 SH9301 全景　北から

図版 68　P 区

P 区 SH9302 焼土・炭化物 出土状況　北から

P区 SH9302 床面検出状況　北から

P区 SH9302 全景　北から

図版 69　G 区

Q 区 南部 竪穴住居群 検出状況　東から

Q区 南部 全景　東から

図版 70　Q 区

Q 区 全景　（垂直）

Q区 全景　西から

図版 71　Q 区

Q 区 北部 全景　東から

Q区 Ⅲ層 上面遺構検出状況　東から

Q区 SH0001 全景　南東から

図版 72　Q 区

Q 区 SH0001 竈 全景　東から

Q区 SH0001 竈 縦断面　南から

Q区 SH0001 竈 横断面　南東から

図版 73　Q 区

Q 区 SH0007 炉 （SK0001）遺物出土状況　北西から

Q区 SH0301 全景　西から

Q区 SH0302 竈 断面　東から

図版 74　Q 区

Q 区 SH0302 竈 検出状況　西から

Q区 SH0302 竈 検出状況　北から

Q区 作業風景　東から

図版 75　R・S 区

R・S 区 東部 全景　北西から

図版 76　S 区

S 区 西部 全景　北から

S区 中央部 全景　北から

図版 77　S 区

S 区 中央部 全景　北から

図版 78　S・T 区

S 区 西部，T区 東部 全景　南から

図版 79　R・S 区

S 区 Ⅳ層 上面の全景　北から

R区 Ⅲ層 上面 検出状況　南から

図版 80　R 区

R 区 SH3003 全景　南東から　

R区 SH3012 全景　北から

R区 SH3002 全景　南東から

図版 81　R・S 区

R 区 SH3301 竈 検出状況　南東から

R区 SH3304 全景　南から



S 区 SH1033 全景　東から

R区 SH3305 炉検出状況　北から

S区 SH1033 竈 土師器高杯 転用支脚　北から

図版 82　S 区

S 区 北東部 遺構検出状況　東から

S区 SH1034・1037 全景　東から

図版 83　S 区

S 区 SH1035 壁溝上面 遺物出土状況　南から

S区 SH1037 竈 検出状況　東から

S区 SH1038 床面 土器出土状況　南から

S区 SH1037 竈 土器出土状況　西から

S区 SH1037 竈 断面　北から

図版 84　S 区

S 区 SH1063 全景　西から

S区 SH1063 焼土・炭化材 検出状況　西から

S区 SH1063 焼土・炭化材 検出状況　南から

図版 85　S 区

S 区 SH1058 全景　北から

S区 SB1109・1110 全景　北西から

図版 86　S 区

S 区 SB1111・1112 全景　北から

S区 SD1029 断面　西から

S区 SK1014 断面　北から

S区 Ⅲ層 上面の柱穴群　東から

S区 SD1029 銅鐸出土状況　西から

図版 87　T 区

T 区 全景　東から

T区 遺構全景　西から

図版 88　T 区

T 区 全景　西から

図版 89　T 区

T 区 全景　北から

T区 東半部 全景　北から

図版 90　T 区

T 区 西半部 全景　北から

T区 Ⅲ層 上面検出状況　北西から

図版 91　T 区

T 区 SH1008 全景　南東から

T区 SH1009 全景　東から

T区 SH1012 全景　西から

図版 92　T 区

T 区 SH1019 全景　北から

T区 SH1020 全景　西から

T区 SH1020 竈燃焼部遺物出土状況　南から

図版 93　T 区

T 区 SH1022 全景　南から

T区 SH1028 全景　北から

T区 SD1001 断面　西から

図版 94　T 区

T 区 SD1014 断面　東から

T区 SD1025 断面　東から

T区 SH1020 銅鐸身部片 出土状況　北西から

図版 95　U・V・W・Z 区

U・V・W・Z区 全景　北から

図版 96　U・V・W 区

U・V・W 区 全景　南から

図版 97　U・V・W・Z 区

U・V・Z区 全景　東から

U・V・W区 全景　南東から

図版 98　U・V・W 区

U・V・W区 全景　北西から

図版 99　N・U・V 区

U・V 区 全景　西から

N・U・V区 全景　東から

図版 100　U・W 区

U・W 区 全景　北東から

U・W区 全景 （中央に SH5011）　南東から

図版 101　U・Z 区

U・Z 区 全景　南東から

U区 全景　西から

図版 102　U 区

U 区 南部 全景 （中央に SH5011）　東から

図版 103　U 区

U 区 全景　北から

U区 SH5011 全景　東から

図版 104　U 区

U 区 SH5002 全景　南から

U区 SH5004 全景　南西から

U区 SH5011 床面検出状況　南東から

U区 SH5002・5009 全景　西から

U区 SH5009 床面検出状況　南から

図版 105　U・Z 区

U 区 SH5011 炉 （K-1・K-2） 全景　南から

U区 SH5012 竈全景　南から

U区 SH5012 竈・鞴羽口　南から

U区 SR5001 断面　南から

U区 SH5011 炉 （K-1・K-2） 土器出土状況　北から

U区 SH5012 竈検出状況　南から

Z区 SH7004 全景　北から

U区 作業風景　東から

図版 106　V 区

V 区 全景　北から

V区 SH6001・6003 全景　北から

図版 107　V・W 区

V 区 SH6017 全景　北から

V区 北壁　南から

W区 中央部全景　東から　

V区 SD6002・6003・6004 検出状況　東から

図版 108　W・Z 区

W 区 西壁　東から

Z区 全景　東から

W区 SK4006 全景　南東から

図版 109　Z 区

Z 区 全景　西から

図版 110　Z 区

Z 区 SH7005 周辺の全景　西から

Z区 SH7005 床面検出状況　南から

図版 111　Ⅰ - 1・3 区

Ⅰ -1 区，Ⅰ -3 区 全景　南から

Ⅰ -1 区，Ⅰ -3 区 南西部 完掘状況　北西から

図版 112　Ⅰ - 2 区

Ⅰ -2 区 全景　南から

Ⅰ -2 区 全景　南から

図版 113　Ⅰ - 2・3・4 区

Ⅰ -2・4 区 全景　北から

Ⅰ -3・4 区 全景　南東から

図版 114　Ⅰ - 3・4 区

Ⅰ -3・4 区 全景　北から

Ⅰ -4 区 全景　北から

図版 115　Ⅰ - 2・3 区



Ⅰ -2 区 SH2001 全景　西から

Ⅰ -2 区 SH2001 壁材痕跡 検出状況　西から

Ⅰ -3 区 SH3001 全景　南から　

図版 116　Ⅰ -3 区

Ⅰ -3 区 SH3001 竈 検出状況　南から

Ⅰ -3 区 SH3002 全景　東から　

Ⅰ -3 区 SH3009 全景　北東から　

図版 117　Ⅰ - 3・4 区

Ⅰ -3 区 SH3002 炉 （SP3057・3027） 全景　北東から

Ⅰ -3 区 SH3017 炉 （SP3157） 断面　北東から

Ⅰ -4 区 SH4002・4003・4007 検出状況　西から

Ⅰ -3 区 SH3017 炉 （SP3157） 全景　東から

Ⅰ -3 区 SH3009 炉 （SP3028） 断面　北から

図版 118　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4001・4002・4003・4004 全景　南から

Ⅰ -4 区 SH4001 全景　西から

図版 119　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4001 検出状況　西から

Ⅰ -4 区 SH4001 壁材痕跡 検出状況　北から

Ⅰ -4 区 SH4001 壁材痕跡 検出状況　東から

図版 120　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4001 ベッド内側 小溝検出状況　東から

Ⅰ -4 区 SH4001 炉 断面　南から

Ⅰ -4 区 SH4001 炉 断面（下層は SH4007）　南から

図版 121　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4002・4003・4007 全景　西から

Ⅰ -4 区 SH4002・4003・4007 全景　南西から

図版 122　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4002 全景　南から

Ⅰ -4 区 SH4002 炉 （SK4007・SK4008）断面　南西から

Ⅰ -4 区 SH4002 炉 （SK4008）

ガラス製管玉 （304-3）出土状況　南東から

図版 123　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4001 （SP4074）遺物出土状況　南から

Ⅰ -4 区 SH4003 検出状況　北から

Ⅰ -4 区 SH4007 炉 （SK4009） 全景　西から

図版 124　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SH4004 全景　北から

Ⅰ -4 区 SH4007 検出状況　西から

図版 125　Ⅰ - 2 区

Ⅰ -2 区 SB2001 全景　北から

Ⅰ -2 区 SB2001 （SP4169） 断面　南東から

Ⅰ -2 区 SB2001 （SP4169） 断面　北東から

図版 126　Ⅰ - 2・Ⅱ - 1 区

Ⅰ -2 区 SB2003・2004 全景　東から

Ⅰ -2 区 SB2002・2003，Ⅱ -1 区 SB1002 全景　西から

図版 127　Ⅰ - 2・3 区

Ⅰ -2 区 SB2003 （SP1387） 断面　東から

Ⅰ -2 区 SB2002 （SP1379） 断面　南西から

Ⅰ -2 区 SB2003 （SP1374） 断面　南西から

Ⅰ -2 区 SB2003 （SP1371） 断面　南東から

Ⅰ -3 区 SB3001 （SP3108） 土層断面　南から

図版 128　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SB4001 全景　北から

Ⅰ -4 区 SB4001 （SP4001）柱痕のあたり　北東から

Ⅰ -4 区 SB4001 （SP4002）断面　北から

Ⅰ -4 区 SB4001 （SP4003）断面　南西から

Ⅰ -4 区 SB4001 （SP4003）断面　南西から

図版 129　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SB4002・4003・4004 全景　北から

Ⅰ -4 区 SB4002・4003 全景　西から

図版 130　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SB4004 全景　南から

Ⅰ -4 区 SX4003 全景　西から

図版 131　Ⅰ - 4 区

Ⅰ -4 区 SK4010 断面　東から

Ⅰ -4 区 SK4010 断面　東から

Ⅰ -4 区 SK4010 遺物出土状況　北東から

図版 132　Ⅰ - 1・4 区

Ⅰ -4 区 SD4002 断面　北から

Ⅰ -1 区 SR2001 断面　西から

図版 133　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 全景　西から

Ⅱ -1 区 東部全景　東から

図版 134　Ⅱ - 1・2 区

Ⅱ -1 区 東部全景　南から

Ⅱ -2 区 全景　北から

図版 135　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 全景　西から

図版 136　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 全景　南から

Ⅱ -3 区 古墳後期～古代竪穴住居群 全景　北西から

図版 137　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 古墳後期～古代竪穴住居群 全景　南東から

Ⅱ -3 区 Ⅲ層 上面検出状況　南東から

図版 138　Ⅱ - 1・4 区

Ⅱ -4 区 全景　南から

Ⅱ -1・4 区 全景　南西から

図版 139　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 古墳後期～古代竪穴住居群 検出状況　南東から　

Ⅱ -3 区 古墳後期～古代竪穴住居群 検出状況　西から　

図版 140　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1004~1008 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1004~1008 全景　南東から

図版 141　Ⅰ - 2 区，Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1001 全景　北から

Ⅱ -1 区 SH1002 全景　南西から

Ⅰ -2 区 SH2002 全景　南西から

図版 142　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1003 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1004 全景　西から

Ⅱ -1 区 SH1004 炉断面　西から

図版 143　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1005・1006 検出状況　南から

Ⅱ -1 区 SH1005 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1005 焼土・炭化物 検出状況　南東から

図版 144　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1006 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1007 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1009 全景　南から

図版 145　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SH1010 全景　南から

Ⅱ -1 区 SH1010 （SP1180） 断面　西から

Ⅱ -1 区 SH1016 全景　南から

図版 146　Ⅱ - 1・2 区

Ⅱ -1 区 SH1017 全景　北東から

Ⅱ -1 区 SH1020 全景　南東から

Ⅱ -2 区 SH2001 全景　東から

図版 147　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 SH3001 全景　南から



Ⅱ -3 区 SH3001 竈 全景　南から

Ⅱ -3 区 SH3003 全景　南から

図版 148　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 SH3004 全景　南から

Ⅱ -3 区 SH3008 全景　南から

Ⅱ -3 区 SH3009 全景　南から　

図版 149　Ⅱ - 3 区

Ⅱ -3 区 SH3010 全景　南西から　

Ⅱ -3 区 SH3011 全景　南から

Ⅱ -3 区 SH3013 全景　南西から

図版 150　Ⅱ - 4 区

Ⅱ -4 区 SH4001・4006 検出状況　東から

Ⅱ -4 区 SH4001 全景　南から

図版 151　Ⅱ - 4 区

Ⅱ -4 区 SH4001 炉 遺物出土状況　北西から

Ⅱ -4 区 SH4006 遺物出土状況　西から

Ⅱ -4 区 SH4007 全景　西から

図版 152　Ⅱ - 4 区

Ⅱ -4 区 SH4011 全景　東から

Ⅱ -4 区 SH4024 全景　南から

Ⅱ -4 区 SH4026 （SP4272） 検出状況　南東から

図版 153　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SB1001 全景　東から

Ⅱ -1 区 SB1004 付近 掘立柱建物群 全景　南から

図版 154　Ⅱ - 1・4 区

Ⅱ -1 区 SB1004 全景　南東から

Ⅱ -1 区 SB1004 全景　南から

図版 155　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SB1004 （SP1518） 断面　南から

Ⅱ -1 区 SB1004 （SP1097） 断面　南から

Ⅱ -1 区 SB1004 （SP1046） 断面　南から

図版 156　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SB1006・4010 全景　東から

Ⅱ -1 区 SB1002 （SP1428） 断面　南から

Ⅱ -1 区 SB1002 （SP1448） 断面　北から

Ⅱ -1 区 SB1002 （SP1435） 断面　南から

Ⅱ -1 区 SB1008 （SP1506） 断面　南から

図版 157　Ⅱ - 1・4 区

Ⅱ -1 区 SD4002 全景　南から

Ⅱ -1 区 SB4016 （SP1493） 横木 検出状況　南から

Ⅱ -4 区 SB4010 （SP1390） 断面　南から

図版 158　Ⅱ - 1 区

Ⅱ -1 区 SD4002 断面　南から

Ⅱ -1 区 南壁　北西から

図版 159　Ⅱ - 2 区

Ⅱ -2 区 SD2001 礫群検出状況　東から　

図版 160
弥生中期土器

図版 161
S 区	SH1069	出土土器（弥生後期後半古段階）

図版 162
Ｓ区	SH1069	出土　絵画土器（舟）

図版 163
S 区	SH1068	出土土器（弥生終末期古段階）

図版 164
Ｕ区	SH5011	出土　把手付広片口皿

図版 165

弥生土器

図版 166
分銅型土製品

図版 167
土師器（古墳中期～後期前葉）

図版 168
Ｇ区	SD0005	出土　須恵器・土師器（古墳後期後葉～古代）

図版 169
磨製石斧

図版 170
磨製石斧

図版 171
打製石庖丁

図版 172
打製・磨製石庖丁

図版 173
鉄器

図版 174
銅鏃

図版 175
銅鏃

図版 176
鏡（片）

図版 177
扁平紐式	銅鏡（片）

図版 178
扁平紐式	銅鏡（片）
勾玉・管玉（弥生後期～古墳前期）

図版 179
勾玉・管玉（古墳後期）
滑石製	模造品

付図目次

CD - ROM 目次

付図　旧練兵場遺跡Ⅲ　遺構平面図（S=1/250）

旧練兵場遺跡Ⅲ　出土遺物観察表
旧練兵場遺跡Ⅲ　遺構平面図
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第 1章　調査に至る経緯と経過

第 1節　調査に至る経緯

　新病院統合事業は、善通寺病院の敷地の西部にあった臨床研修研究棟及び機能訓練棟、南西部にあっ

た屋内体育館及び看護学校教場棟等を解体・撤去して、新病棟等を建設するという事業計画である。

　このうち、看護学校については、平成８・９年度に用地の発掘調査を実施し、平成 13 年度までに新

しい施設が建設された。

　その他の施設については、平成 10 年度に厚生労働省四国厚生支局（旧厚生省四国医務支局）から香

川県教育委員会に対して、用地内の埋蔵文化財の有無及び取扱い等についての照会が行われ、両者間で

の本格的な調整作業が開始された。

　調整に際しては、病院敷地全体が周知の埋蔵文化財包蔵地という特殊な環境であるため、香川県教育

委員会では事業予定地における試掘調査を実施することで、遺構・遺物の存否を確認し、保護措置の方

法についての判断を行った。

　上記の試掘調査の結果にもとづいて、より詳細な調整が行われ、掘削工事等によって埋蔵文化財に影

響を及ぼす箇所について、発掘調査を行うことで合議に至った。

第 2節　発掘調査の経過とその問題点

１．発掘調査の経過

　発掘調査は、平成 13 年４月１日から平成 17 年３月 31 日までの期間で実施し、本書で報告する箇所は、

第 22.23.25 次調査として平成 14 年度下半期から平成 16 年度に現地調査を完了した 12,017㎡の箇所であ

る。

　発掘調査の実施機関は、平成 14 年度から平成 15 年度までは、香川県教育委員会から再委託された財

団法人香川県埋蔵文化財調査センターであり、平成 16 年度は、同年度から香川県の直営機関となった

香川県埋蔵文化財センターである。

　発掘調査の対象範囲は、調査着手時に新病院の基本設計及び実施設計が完了していない状況であった

ため、関係機関と協議の結果、建築予定地の全域にわたって全面調査を実施した。

　平成 14 年度下半期から平成 15 年度の 22・23 次調査対象地は、遺構検出面が既存建物の建設等によ

り攪乱を受けていたものの遺構密集度が高く、作業は難航を極めた。特に平成 15 年度 23 次調査 S 区

は弥生前期から古代の遺構密集度が高く銅鐸片や鏡片の出土等が相次ぎ、今後の調査工程に大きな遅延

を生じかねない状態にあった。この点を踏まえ、平成 15 年度末に各関係機関で協議した結果、平成 15

年度までの調査実績を踏まえて調査歩掛の変更を行った。平成 16 年度 25 次調査以降は、約 1,000㎡以

上の発掘調査面積において遺構密集度により AA 区分（70㎡）、A 区分（120㎡）、B 区分（150㎡）、C

区分（220㎡）の調査歩掛を適用することで合意した。この協議の結果、平成 16 年度は円滑な工程管理

が図れるようになり、調査精度の一定の確保が可能となった。

　なお、調査範囲内の遺構は記録作成を行った後、ほぼ全て消滅した。
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第 3節　整理作業の経過と報告手順

（１）整理作業の経過

　整理作業は、平成 20 年度に開始した 19 次調査分の終了後に継続して実施しているが、主として平

成 21 年度下半期から平成 23 年度に実施したものである。平成 21 年度下半期から平成 22 年度上半期は

報告遺構の整理と遺物接合を行い、平成 22 年度下半期から平成 23 年度は遺物実測・浄書及び編集作業

を行っている。また、実測対象遺物点数が多量となったため、平成 22.23 年度に遺物実測作業、平成 23

年度に遺物浄書を外部委託し、円滑な整理作業の実施に努めた。

　本書は、当該事業に係る第 3 冊目の発掘調査報告書であり、22.23 次調査の G ～ Z 区、25 次調査のⅠ・

Ⅱ区の成果を収録している。今後、平成 21 年度から平成 23 年度の調査成果を収録する第 4 冊目以降の

報告書を、平成 24 年度以降の整理作業が終了した区画毎に刊行して行く予定である。

（２）報告手順

　報告を行うに当たって、調査の成果については原則として時代別に記述を進めることとし、説明の都

合上、時代区分等により 6 節に分割した。平成 14 年度下半期から開始した 22 次調査から平成 15 年度

の 23 次調査までは、平成 13 年度の 19 次調査の地区名を踏襲し G から Z 区までの調査区名を付与した

が、平成 16 年度の 25 次調査ではⅠ・Ⅱ区といった調査区名称を与えている。これは、当センターに複

数年度に亘る大規模調査における統一的な調査区呼称法を定めた調査マニュアルが存在しておらず、各

担当者の判断によって別に付与した結果である。本来的には、報告書作成時に整理・統合した上で提示

すべきところではあるが、未掲載の遺物ラベルや写真記録等の注記をも変更する膨大な作業が必要とな

ることから、本書では現地調査段階での調査区割名を踏襲した。

　遺構番号は、現地調査段階で付与したものを優先したが、整理作業の結果、欠番となったものや復元

の結果、新たに付与した番号も存在する。また、時代別に報告する都合上、遺構番号が必ずしも連番に

なっていない。

　各節内においては、竪穴住居（SH）・掘立柱建物（SB）・土坑（SK）・墓（ST）・溝（SD）・不明遺構（SX）

の順序で、第1・2分冊に掲載している。また、当センターでは、SH等遺構略号を使用して調査・報告を行っ

ているが、略号を与えた遺構がその後の調査の進捗に伴い異なる機能をもつ点が明らかになったものも

多く存在する。これは、現地調査において安易に略号を付与した結果であり、反省すべき点であるが、

調査区名称と同様に写真・図面等の調査記録や遺物の取り上げラベルの変更に伴う作業が膨大となるた

め、現地調査の略号を踏襲して提示することとした。

　現地調査では、基本的に、基本層序Ⅳ層とするシルト層の上面に相当する単一遺構検出面上において、

弥生時代前期から中世に亘る長期間の遺構を検出し、切り合い等の先後関係に応じて下位へ向かって調

査を進めた。上位遺構に下位遺構からの遺物の混入がみられたり、またその逆で上層からの掘り込みに

気付かず、調査を進めた結果下位遺構への遺物の混入をきたした事例も多く見られ、現地調査で遺構の

時期決定が難航した。この状況は、報告書作成時の竪穴住居や掘立柱建物に関わる報告対象遺物の抽出

にも支障を来たすものであった。また、現地調査では組み合わせを把握できていない遺構の存在も多く

予想されたため、報告遺物の抽出については、整理作業が滞ることを承知した上で、すべての柱穴や土

坑など建物を構成する可能性があるすべての遺構からの出土資料を点検・抽出し、確定が行えた資料か
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ら図化を進めた。その結果として、建物等の帰属時期を直接表さない多量の遺物を図化することとなっ

たが、同一地点で遺構形成が継続する本遺跡の特徴を表すと考えて、そのまま提示することとした。

　委託により実施した理化学的分析等の成果は第 3 分冊に収録している。遺構・遺物写真については、

第 5 分冊に収録した。

　遺物観察表については、挿図・図版対照用の情報を記載した略表を第 4 分冊に収録しており、詳細に

ついては、付録の CDROM に収録している。

　全ての遺構名称を記載した全体平面図については、検出された遺構数や重複が多いことから、付録の

CDROM に ai と eps のデータ形式で収録しているので、活用願いたい。

年　　度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度

面積（㎡） 4,854 3,616 3,547

期　　間 平成 14 年４月１日～
平成 15 年３月 31 日

平成 15 年４月１日～
平成 16 年３月 31 日

平成 16 年４月１日～
平成 17 年３月 31 日

体　制

香川県教育委員会
事務局文化行政課

（総　括） （総　括） （総　括）
課　　　長　　北原和利 課　　　長　　北原和利 課　　　長　　北原和利
課	長	補	佐　　渡邊勇人 課	長	補	佐　　森岡　修 課	長	補	佐　　森岡　修

（総務・芸術文化グループ） （総務・芸術文化グループ） （総務・芸術文化グループ）
主　　　任　　香川浩章 主　　　任　　香川浩章 主　　　任　　香川浩章
主　　　査　　須崎陽子 主　　　査　　須崎陽子 主　　　査　　堀本由紀
主	任	主	事　　亀田幸一 主	任	主	事　　八木秀憲 主	任	主	事　　八木秀憲

（文化財グループ） （文化財グループ） （文化財グループ）
副　主　幹　　大山真充 副　主　幹　　大山真充 課	長	補	佐　　大山真充
主　　　任　　片桐孝浩 主　　　任　　片桐孝浩 主　　　任　　山下平重
文化財専門員　古野徳久 文化財専門員　佐藤竜馬 文化財専門員　佐藤竜馬
文化財専門員　佐藤竜馬 主	任	技	師　　松本和彦 主	任	技	師　　松本和彦

香川県埋蔵文化財センター
（平成 15 年度までは財団法人香
川県埋蔵文化財調査センター）

（総　括） （総　括） （総　括）
所　　　長　　小原克己 所　　　長　　中村　仁 所　　　長　　中村　仁
次　　　長　　渡部明夫 次　　　長　　渡部明夫 次　　　長　　渡部明夫

（総務係） （総務係） （総務課）
参　　　事　　河野浩征 参　　　事　　河野浩征 課　　　長　　野保昌弘
副　主　幹　　野保昌弘 副　主　幹　　野保昌弘 係　　　長　　松崎日出穂
係　　　長　　多田敏弘 係　　　長　　多田敏弘 主　　　査　　塩崎かおり
主　　　査　　山本和代 主　　　査　　塩崎かおり 主　　　査　　田中千晶
主	任	主	事　　高木康晴 主　　　査　　田中千晶

（調査係） （調査係） （調査課）
参　　　事　　梅木正信 主任文化財専門員　藤好史郎 参　　　事　　河野浩征
主任文化財専門員　藤好史郎 文化財専門員　森下英治 課　　　長　　藤好史郎
文化財専門員　森下英治 文化財専門員　宮崎哲治 文化財専門員　片桐孝浩
主	任	技	師　　黒木康弘 主	任	技	師　　松井和久 文化財専門員　福家正人
調査技術員　　森　麻子 主	任	技	師　　黒木康弘 主	任	技	師　　細川健一

調査技術員　　森　麻子 主	任	技	師　　信里芳紀
調査技術員　　加納裕之 調査技術員　　森　麻子
調査技術員　　中里伸明 調査技術員　　中嶋将史

表１　発掘調査面積・期間・体制一覧
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年　度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

期　間 平成 21 年４月１日～
平成 22 年 3 月 31 日

平成 22 年４月１日～
平成 23 年 3 月 31 日

平成 23 年４月１日～
平成 24 年 3 月 31 日

体　制

香川県教育委員会事務局
生涯学習・文化財課

（総　括）　 （総　括）　 （総　括）　
課　　　長　　春山浩康 課　　　長　　石垣恵一 課　　　長　　炭井宏秋
課	長	補	佐　　武井壽紀 課	長	補	佐　　亀山　隆 課	長	補	佐　　亀山　隆

（総務・生涯学習推進グループ）（総務・生涯学習推進グループ）（総務・生涯学習推進グループ）
副　主　幹　　香西としみ 副　主　幹　　香西としみ 副　主　幹　　香西としみ
主　　　任　　林　照代 主　　　任　　西本優子 主　　　任　　丸山千晶

（文化財グループ） （文化財グループ） （文化財グループ）
主幹（兼）課長補佐　藤好史郎 主幹（兼）課長補佐　藤好史郎 課	長	補	佐　　西岡達哉
主任文化財専門員　森　格也 主任文化財専門員　森下英治 主任文化財専門員　森下英治
文化財専門員　小野秀幸 文化財専門員　小野秀幸 文化財専門員　松本和彦

香川県埋蔵文化財センター

（総　括） （総　括） （総　括）
所　　　長　　大山真充 所　　　長　　大山真充 所　　　長　　藤好史郎
次　　　長　　深谷　右 次　　　長　　深谷　右 次　　　長　　真鍋正彦

（総務課） （総務課） （総務課）
課　　長　　深谷　右（兼務） 課　　長　　深谷　右（兼務） 課　　長　　真鍋正彦（兼務）
副　主　幹　　林　文夫 副　主　幹　　林　文夫 副　主　幹　　林　文夫
主　　　任　　宮田久美子 主　　　任　　福井良子 主　　　任　　古市和子
主　　　任　　古市和子 主　　　任　　古市和子 主　　　任　　中川美江

（資料普及課） （資料普及課） （資料普及課）
課　　　長　　西岡達哉 課　　　長　　西岡達哉 課　　　長　　森　格也
主任文化財専門員　森下英治 文化財専門員　山下平重 主任文化財専門員　木下晴一
文化財専門員　宮崎哲治 文化財専門員　信里芳紀 文化財専門員　信里芳紀
文化財専門員　信里芳紀 嘱　　　託　　今井真紀 嘱　　　託　　伊井惠子
嘱　　　託　　川井佐織 　　　　　　　香川和子 　　　　　　　今井真紀
　　　　　　　伊井惠子 　　　　　　　川井佐織 　　　　　　　岡崎江伊子
　　　　　　　槫谷京子 　　　　　　　北濱敦子 　　　　　　　香川和子
　　　　　　　門脇範子 　　　　　　　伊井惠子 　　　　　　　川井佐織
　　　　　　　斉藤寛子 　　　　　　　岡崎江伊子 　　　　　　　北濱敦子
　　　　　　　柴垣智美 　　　　　　　矢口敦子 　　　　　　　竹内悦子
　　　　　　　下村幸子 　　　　　　　徳永貴美 　　　　　　　斉藤寛子
　　　　　　　須賀敦子 　　　　　　　高島千春
　　　　　　　高島千春 　　　　　　　原田リエ
　　　　　　　中山尚子
　　　　　　　原田リエ
　　　　　　　廣瀬杏子

表２　整理作業期間・体制一覧
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図１　調査区割
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図２　遺跡の位置（その１）
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第 2章　遺跡の立地と環境及び既往調査の概要

第 1節　遺跡の立地

　旧練兵場遺跡は、県中部地域の善通寺市仙遊町に所在する遺跡である。遺跡が所在する沖積平野は、

丸亀平野と呼ばれ市街化が進む現在においても条里型地割の名残を留めた田園風景を保っている。善通

寺市は平野南西部に所在し、人口約 34,000 人（平成 22 年 4 月現在）の自治体である。また、遺跡の所

在一帯は、近代に旧帝国陸軍の軍都の設置とともに練兵場として利用された。戦後の昭和 23 年の道路

建設に伴って、多量の土器など遺物が出土したことから、「元練兵場遺跡」「旧練兵場遺跡」と呼ばれ、

故矢原高幸氏や六車恵一氏によって学会に紹介された。遺跡台帳に登載する周知の埋蔵文化財包蔵地名
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図３　遺跡の位置（その２）
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図４　微地形分類
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図５　遺跡分布（縄文後期～古墳前期）

もこれを踏襲し、現在まで保護措置が採られてきた。旧練兵場遺跡という名称は、戦争関連遺跡として

の性格や印象を強く与えるかもしれないが、名称の中には土地の履歴だけではなく、遺跡の発見の経緯

とそれに関る学史が込められている。

第 2節　歴史的環境

　歴史的環境については、既刊の「旧練兵場遺跡Ⅰ・Ⅱ」を参照していただきたい。
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後期 晩期 晩期(突帯文) 前期(古) 前期(新) 中期(古) 中期(中) 中期(新) 後期(古) 後期(新) 終末期(古) 終末期(新) 古墳(前) 古墳(中)

1 旧練兵場遺跡  

2 甲山遺跡
3 甲山北遺跡 土器棺? 土器棺?

4 九頭神遺跡 石棺墓?

5 九頭神東遺跡

6 石川遺跡
7 善通寺西遺跡

8 佐伯八幡山遺跡 壺棺墓?

9 香色山山頂遺跡 土器棺墓 石棺墓

石棺墓

10 平谷 石棺墓

11 王墓山古墳 石棺墓

12 北原遺跡
13 大麻山シスト群  ? ?

14 生野本町遺跡

15 生野南口遺跡

16 乾遺跡
17 阿弥陀堂遺跡

18 中村遺跡
19 中村東遺跡
20 永井遺跡
21 稲木遺跡A地区

22 稲木遺跡C・D・E地区 弥生墓

23 金蔵寺下所遺跡

24 西原遺跡
25 永井北遺跡
26 稲木北遺跡
27 小塚遺跡
28 月信遺跡
29 西碑殿遺跡
30 矢ノ塚遺跡
31 吉原火上山遺跡

32 我拝師山遺跡

33 舟岡山遺跡 ?

34 中東遺跡
35 奥白方南原遺跡

36 奥白方中落遺跡

37 西白方瓦谷遺跡

38 三井遺跡 鋳造鉄斧片

39 笠屋遺跡 ? ?

40 庄八尺遺跡
41 中又北遺跡
42 青木地区
43 木下遺跡 ? ? ?

44 南鴨遺跡
45 北鴨遺跡
46 中津兵庫遺跡 ? ? ?

47 生野山遺跡
48 生野原遺跡
49 山南遺跡
50 大麻岡

弥生 備考古墳
番号

縄文遺跡名

表３　丸亀平野遺跡動態 その１
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後期 晩期 晩期(突帯文) 前期(古) 前期(新) 中期(古) 中期(中) 中期(新) 後期(古) 後期(新) 終末期(古) 終末期(新) 古墳(前) 古墳(中)

51 岩崎遺跡
52 公文山(如意山)遺跡

53 鉢伏山北麓遺跡

54 垂水妙見遺跡

55 宝幢寺跡
56 龍川五条遺跡

57 五条遺跡
58 龍川四条遺跡

59 三条番ノ原遺跡

60 三条黒島遺跡 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝

61 郡家原遺跡
62 郡家一里屋遺跡

63 郡家大林上遺跡

64 郡家田代遺跡 大溝 大溝 大溝 大溝

65 川西北七条Ⅰ遺跡

66 川西北鍛冶屋遺跡

67 郡家南部運動広場

68 田村池遺跡
69 平池南遺跡
70 平池西遺跡
71 平池東遺跡
72 中の池遺跡
73 道下遺跡 大溝 大溝 大溝 大溝

74 新田橋本遺跡

75 今津中原遺跡

76 津森位遺跡
77 田村遺跡
78 買田岡下遺跡

79 吉野下秀石遺跡

80 樫林南遺跡
81 町代遺跡
82 羽間遺跡
83 安造田東3号墳下層

84 室塚遺跡(谷)

85 綾歌運動公園

86 室塚遺跡(丘陵) 群集墓

87 平尾墳墓群 群集墓 群集墓

88 定連遺跡 弥生墓

89 原遺跡
90 佐古川・大妻田遺跡

91 佐古川遺跡
92 佐古川・窪田遺跡 周溝墓 周溝墓

93 石塚山遺跡 弥生墓

94 池下遺跡
95 北内遺跡 後期後半から終末期

の溝に木器未製品

96 行末遺跡
97 行末西遺跡
98 仁池遺跡
99 北原遺跡
100 椎尾遺跡

弥生 古墳 備考番号 遺跡名 縄文

表３　丸亀平野遺跡動態 その２
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後期 晩期 晩期(突帯文) 前期(古) 前期(新) 中期(古) 中期(中) 中期(新) 後期(古) 後期(新) 終末期(古) 終末期(新) 古墳(前) 古墳(中)
101 椎尾東遺跡
102 庄遺跡
103 次見遺跡 鍛冶遺構

104 大窪池遺跡
105 下土居遺跡
106 西内遺跡
107 楠見池西遺跡

108 城山南麓
109 飯野・東二瓦礫遺跡

110 飯野山西麓遺跡

111 飯野山山頂
112 東坂元秋常遺跡

113 東坂元三ノ池遺跡

114 飯山一本松遺跡

115 川津川西遺跡

116 川津東山田遺跡

117 川津一ノ又遺跡

118 西又遺跡
119 川津井手の上遺跡

120 川津六反地遺跡

121 川津昭和遺跡 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝
122 川津二代取遺跡

123 川津下樋遺跡

124 川津中塚遺跡

125 下川津遺跡 大溝 大溝 大溝 大溝 大溝 鍛冶遺構 鍛冶遺構 鍛冶遺構 大溝
126 川津元結木遺跡

127 常山遺跡
128 長者原遺跡
129 文京町二丁目西遺跡 ? ? 製塩
130 伊勢町遺跡 ? ?

番号 遺跡名 縄文 弥生 古墳 備考

遺構が確認されている遺跡

流路または包含層、遺物が確認された遺跡

表３　丸亀平野遺跡動態 その３

第 3節　既往調査の概要

１．既往の調査と調査区名称

　昭和 33（1958）年には故矢原高幸氏や尽誠学園教諭大久保義朗氏によって現在の独立行政法人病院

機構善通寺病院の前庭の発掘調査が実施されている（尽誠学園史学会 1959）。

　その後、旧練兵場遺跡における発掘調査は行政主体の開発対応による事前調査となり、昭和 58 年度

以降、工事立会等の小規模な調査を含め 42 回に亘って実施されてきた。表６は、過去の調査事例の一

覧表である。その中で、周知の埋蔵文化財包蔵地としての「旧練兵場遺跡」とは別に、包蔵地内の各地

区で「仲村廃寺」「彼ノ宗遺跡」等の遺跡名称が個別に付された状況があったが、表６にはこれらを統

合して記している。
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調査番号 年度 調査
次数 調査種別 調査要因 調査主体 調査面積 調査概要 文献 備考

8308 s58 1 確認調査 範囲確認調査 善通寺市教委 1200 弥生終末期の竪穴住居 1 棟、古代末～中世の溝を検
出 1,10 仲村廃寺 1

8404 s59 2 本発掘調査 弘田川河川改修 善通寺市教委 3635 弥生中期～終末期の竪穴住居 38 棟、鏡片・銅鏃・
ガラス玉出土 2,11 彼ノ宗

8507 s60 3 本発掘調査 個人住宅建設 善通寺市教委 135 弥生後期後半の箱式石棺・土器棺墓を確認 3,11 仙遊
8703 s62 4 本発掘調査 下水道建設 県教委 22 弥生中期末の竪穴住居 1 棟・掘立柱建物 1 棟を確認 11 旧練兵場

8811 s63 5 確認調査 範囲確認調査 善通寺市教委 1137 弥生中期～終末期の竪穴住居、古墳時代後期の竪穴
住居を確認 4,12 仲村廃寺 2

9109 h3 　 確認調査 四国農業試験場施設整備 県教委 146 弥生時代後期の竪穴住居、弥生中期の掘立柱建物を
検出 13

9205 h4 確認調査 四国農業試験場施設整備 県教委 66 弥生後期～古墳時代竪穴住居 4 棟、土坑、柱穴を確
認 14

9204 h4 工事立会 善通寺病院サー
ビス棟建設 県教委 41 古墳時代後期の竪穴住居、平安時代の溝、弥生～古

墳時代の土器だまりを検出 14

9210 h4 6 本発掘調査 弘田川河川改修 県教委 460 弥生後期～古墳時代竪穴住居多数、包含層中から小
銅鐸片が出土。 14 弘田川西岸

9305 h5 7 本発掘調査 善通寺病院保育所建設 県教委 305 弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居 14 棟を検
出 15.28

9309 h5 工事立会 四国農業試験場施設整備 県教委 70 全域で弥生～古代の遺構を確認 15
9309-2 h5 確認調査 弘田川河川改修 県教委 弘田川の堆積層を確認 28

9310 h5 工事立会 善通寺病院水道
管埋設工事 県教委 100 弥生前期末の貯蔵穴 2 基、弥生後期の竪穴住居 4 棟

検出 28

9310-2 h5 工事立会 善通寺病院下水
道管埋設工事 県教委 120 弥生時代後期の竪穴住居 5 棟、中世の溝等を確認 28

9310-3 h5 8 本発掘調査 善通寺病院看護学校増築 県教委 150 弥生中期～終末期の竪穴住居 9 棟、古墳時代の掘立
柱建物を確認 15.28

9404 h6 9 本発掘調査 四国農業試験場品
質管理施設建設 県教委 120 弥生中期の掘立柱建物 1 棟、弥生後期の竪穴住居 2

棟、古墳時代後期の竪穴住居 1 棟確認 16.29

9412 h6 10 本発掘調査 四国農業試験場パイ
プライン設置工事 県教委 100 全域で弥生～中世の遺構を確認 16.29

9504 h7 11 本発掘調査 弘田川河川改修 県教委 6390 弥生～古墳時代の竪穴住居 62 棟、弥生中期の独立
棟持柱建物を確認 33 弘田川西岸

9504-2 h7 12 本発掘調査 善通寺病院研修棟建設 県教委 690 弥生中期～終末期の竪穴住居群、弥生後期初頭の掘
立柱建物群を確認 17.30

9511 h7 13 本発掘調査 四国農業試験場タンパ
ク機能解析実験棟建設 県教委 300 弥生後期の竪穴住居 2 棟、弥生中期の掘立柱建物 1

棟、古墳時代後期の溝 1 条確認。 17.31

9511-2 h7 工事立会 善通寺病院備蓄倉庫建設 県教委 780 弥生後期から終末期の竪穴住居等を確認 32

9610 h8 14 本発掘調査 善通寺病院看護学校新築 県教委 6000 弥生後期の竪穴住居・溝跡、条里型地割坪界溝を検
出 34

9710 h9 15 本発掘調査 善通寺病院雨水
管敷設工事 県教委 30 弥生～古代の旧河道を検出 32

9704 h9 工事立会 善通寺病院水源地建設 県教委 300 32

9809 h10 16 本発掘調査 善通寺病院看護
学校付帯工事 県教委 30 弥生～古代の旧河道を検出 20

9808 h10 確認調査 確認調査 善通寺市教委 30 弥生中期～後期の柱穴群を確認 5 彼ノ宗

9909 h11 工事立会 四国農業試験場
排水設備工事 県教委 800 弥生中期後半～後期の竪穴住居を検出 21

9911 h11 17 工事立会 老人ホーム建設 善通寺市教委 201 旧河道から弥生中期が一括出土 21
0006 h12 18 本発掘調査 市営住宅建設 善通寺市教委 1068 弥生後期竪穴住居、旧河道を検出 6

0101 h12 工事立会 四国農業試験場西
門・水路改修 県教委 122592 22 　

0104 h13 19 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 3250 弥生中期～後期の竪穴住居・掘立柱建物多数、旧河
道検出 35.39 	

0107 h13 20 本発掘調査 特別養護老人ホー
ム仙遊荘建替 善通寺市教委 1430 7.23

0202 h13 21 本発掘調査 市営住宅付帯工事 善通寺市教委 46 弥生後期の竪穴住居 3 棟確認 8
0206 h14 工事立会 善通寺病院電柱設置工事 県教委 10 24 　

0204 h14 22 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 4854 弥生中期～後期の竪穴住居・掘立柱建物、古墳時代
後期の竪穴住居群検出。鏡片出土 24 本書

0504 h15 23 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 3616
弥生中期～終末期の竪穴住居 72 棟をはじめ、掘立
柱建物等を多数確認。扁平紐式銅鐸片、舶載内行花
文鏡片出土。

25 本書

0312 h15 24 確認調査 公民館建設 善通寺市教委 70 弥生後期の竪穴住居、古墳時代の包含層を検出 9 本書

0312-2 h15 工事立会 近畿中国四国農業研究
センター下水道建設 県教委 200 弥生後期の竪穴住居、旧河道を検出 25

0404 h16 25 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 3547
弥生後期～終末期の竪穴住居、弥生中期の掘立柱建
物群を検出。扁平紐式銅鐸片、舶載内行花文鏡片が
出土

26.41 本書

0406 h16 工事立会 近畿中国四国農業研究
センター電気設備埋設 県教委 6 弥生後期竪穴住居 1 棟検出 26

0804 h20 26 本発掘調査 善通寺養護学校
移転整備事業 県教委 2760 弥生中期～終末期の竪穴住居多数、条里型地割に合

致する大溝を検出。鏡片が出土。 42

0905 h21 確認調査 個人住宅建設 市教委 107.5 弥生後期・古墳後期の包含層検出 43

0911 h21 27 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 840 弥生中期～終末期、古墳後期の竪穴住居、掘立柱建
物を検出 44

1004 h22 28 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 3480 弥生中期～終末期、古墳後期、古代の竪穴住居、掘
立柱建物、溝を検出 45

1104 h23 29 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 907 弥生中期～古墳前期の旧河道、古代道路状遺構を検
出

1111 h23 30 本発掘調査 善通寺病院統合事業 県教委 413 飛鳥時代の大型総柱建物を検出

表 4　既往の調査一覧
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六車恵一 1956「讃岐弥生式土器集成図録」『文化財協会報』特別号 1	香川県文化財保護協会
矢原高幸 1973『善通寺市の古代文化』善通寺市
1. 善通寺市教育委員会『仲村廃寺発掘調査報告（旧練兵場遺跡内）』1984.3
2. 善通寺市教育委員会『彼ノ宗遺跡～弘田川河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告～』1985.3
3. 善通寺市教育委員会『仙遊遺跡発掘調査報告書 - 旧練兵場遺跡仙遊Ⅰ地区 -』1986.3
4. 善通寺市教育委員会『仲村廃寺～旧練兵場遺跡における埋蔵文化財確認調査報告書～』1989.3
5. 善通寺市教育委員会『山南遺跡・彼ノ宗遺跡発掘調査報告書～善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 5 ～』

1999.3
6. 善通寺市教育委員会『旧練兵場遺跡　市営西仙遊町住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』2001.1
7. 善通寺市教育委員会『旧練兵場遺跡　特別養護老人ホーム仙遊荘建替に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』2002.3
8. 善通寺市教育委員会『善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 7	旧練兵場遺跡』2002.3
9. 善通寺市教育委員会『善通寺市内遺跡発掘調査事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 9	旧練兵場遺跡』2004.3
10. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　昭和 58 年度』1984.12
11. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　昭和 59 年度～昭和 62 年度』1988.3
12. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 63 年度』1989.3
13. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 3 年度』1992.3
14. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 4 年度』1993.3
15. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 5 年度』1994.3
16. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 6 年度』1995.3
17. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 7 年度』1996.3
18. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 8 年度』1997.3
19. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 9 年度』1999.2
20. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 10 年度』2000.3
21. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 11 年度』2001.3
22. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 12 年度』2002.3
23. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 13 年度』2003.3
24. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 14 年度』2003.11
25. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 15 年度』2005.3
26. 香川県教育委員会『香川県埋蔵文化財調査年報　平成 16 年度』2006.1
27. 香川県教育委員会『香川県文化財年報　平成 19 年度』2009.2
28. 香川県教育委員会『旧練兵場遺跡 - 平成 5 年度国立善通寺病院内発掘調査報告 -』1994.3
29. 香川県教育委員会『旧練兵場遺跡Ⅱ - 平成 6 年度四国農業試験場内発掘調査報告 -』1995.3
30. 香川県教育委員会『旧練兵場遺跡Ⅲ - 平成 7 年度国立善通寺病院内発掘調査報告 -』1996.3
31. 香川県教育委員会『旧練兵場遺跡Ⅳ - 平成 7 年度四国農業試験場内発掘調査報告 -』1996.3
32. 香川県教育委員会『旧練兵場遺跡Ⅴ - 平成 9 年度国立善通寺病院内発掘調査報告 -』1998.3
33. 香川県教育委員会『広域基幹河川弘田川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　弘田川西岸遺跡』2008.1
34. 香川県教育委員会ほか『善通寺病院看護学校建設及び統合事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告　旧練兵場遺跡Ⅰ』2009.2
35. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『国立善通寺病院改修事業に伴う旧練兵場遺跡発掘調査概報 1- 平成 13 年度・平成 14

年度上半期の発掘成果概要報告 -』2003.6
36. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報　平成 8 年度』1997.5
37. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報　平成 9 年度』1998.6
38. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報　平成 13 年度』2002.6
39. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報　平成 14 年度』2003.6
40. 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報　平成 15 年度』2005.3
41. 香川県埋蔵文化財センター『香川県埋蔵文化財センター年報　平成 16 年度』2006.10
42. 笹川龍一ほか 2010「平成 11 年度旧練兵場遺跡の調査概要について－善通寺市ふれあいサロン五岳建設工事に伴う発掘調査－善
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Ⅲ層

砂礫

砂礫

粗砂~中粒砂

粗砂~中粒砂

細砂

細砂

細砂

極細砂～シルト

極細砂～シルト

シルト～粘土

シルト～粘土

Ⅴ層

Ⅲ層

Ⅴ層（礫層）

Ⅳ層

SR4001

SR2001

Ⅱ層

Ⅰ層

SR4002

縄文前期？

縄文後期前葉

縄文晩期後葉～弥生前期

旧練兵場遺跡Ⅳ層下位の堆積状況の模式

弥生中期中葉～古代

第 3章　調査の成果

第 1節　層序

　基本層序については、既刊の「旧練兵場遺跡Ⅱ」に詳説しているため、ここでは概略のみ記すことと

したい。また、本書で報告する旧河道を含めた基本層序は、以下のとおりである。

Ⅰ　層	 現代の盛土及び攪乱土

Ⅱ　層	 中世から近世の耕作土・遺構埋没土（灰色シルト）　

	 		 SR2001（古代）

Ⅲ　層	 弥生時代中期から古代の遺構埋没土（黒褐色シルト～粘土）

	 	 SR4001（縄文晩期末葉から弥生時代前期末葉）

Ⅳ -1 層	 縄文時代後期～晩期（黄灰色細粒砂～シルト）

	 	 SR4002（縄文後期）

Ⅳ -2 層	 縄文前期 ? ～縄文後期（黄褐色粗砂～シルト）

Ⅴ　層	 砂礫層

　現地調査では、Ⅱ層までを機械で掘削し、Ⅲ層上面において遺構検出を実施している。Ⅱ層の形成に

伴う削平を強く受けているが、Ⅲ層上面は極めて平坦であり、堆積物の供給源となる旧河道は SR2001

を除いてみられない。Ⅲ層は、弥生中期以降の連続する遺構形成に伴うものであり、自然堆積層ではな

い。弥生中期以降の遺構の基盤土となるⅣ層は、粒径の違いや旧河道 SR4002 を介して、Ⅳ -1 層とⅣ -2

層に大別される。Ⅳ -1 層は、SR4002 から連続する自然堆積層であり、粗砂からシルトへの上方細粒化

の過程が確認できる。また、Ⅳ -1 層上面には、起伏が認められ、低地部には SR4001 などの凹地が存在

する。Ⅳ -2 層は、Ⅴ層上面の粗砂から上位の SR4002 の下面のシルトに移るにつれて細粒化する。上面

に古土壌は確認されていないが、本遺跡が扇状地上に立地することから、Ⅳ -1 層の堆積に伴い流失し

た可能性が高い。30 次調査では、Ⅳ -2 層上面において大型土坑を検出しており、今後の調査の進捗に
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伴い、縄文後期以前の遺構が確認される可能性が高い。Ⅴ層の砂礫層は、主に扇状地を形成する礫層で

あり、堆積年代は明らかになっていない。周辺遺跡の調査事例から、縄文前期頃までには堆積が完了し

ていた可能性が高い。

Ｊ・Ｋ区北壁（図８）

　Ⅳ -1 層上面に SR4001 がみられる。SR4001 の上面には、古墳前期の SH4002 が掘り込まれており、

この段階にⅣ層上面はほぼ平坦化していた可能性が高い。SR4002 の上面にはⅣ -1 層が覆う上層が確認

できる。SR4002 は、Ⅳ -1 層の堆積に伴う旧河道である。

Ｉ区東壁（図８）

　Ⅱ層下位に中世条里型地割坪界溝である SD2001 がほぼ全域にみられる。弥生から古代遺構は希薄で

ある。

L 区東壁（図９）

　古墳後期から古代にかけての竪穴住居密集域の断面であり、Ⅲ層が厚くみられる。竪穴住居の平面分

布との整合性は、厳密に行えていない。

V 区西壁（図 10）

　Ⅱ層と層相が類似する中世条里型地割坪界溝 SD6001 と、それに掘り込まれる古代条里坪界溝

SD6004 や古墳後期後葉の SH6008 が確認できる。4,5 層としたⅢ層は、古墳後期から古代の竪穴住居の

覆土である可能性が高い。

W 区西壁（図 10）

　SH4009、SH4002 弥生中期から古墳後期の竪穴住居が重複する。この付近のⅣ -1 層は、粗砂から中

粒砂から構成されており、他の調査区にみられるⅣ -1 層上部のシルトは存在しない。Ⅳ -2 層までの掘

り下げは行えていないが、下位に K 区 SR4002 のような縄文後期の旧河道が存在する可能性が高い。

Ⅰ -1・Ⅰ -3 区西壁（図 11）

　本調査区は、近代以降の削平がきつく、Ⅱ層・Ⅲ層が存在せず、近現代の盛土層直下にⅣ層がみられ

る。本断面付近の竪穴住居は、壁溝や貼床土を残すのみとなっており、多くの遺構が消滅した可能性が

高い。SD1001.1002 は近代期の大溝である。

N 区西壁（図 12）

　SH7001.7005.7006 などの、弥生後期後半期から終末期の小型方形住居が、激しく切り合う。

SH7005.7006 間のⅢ層は、平面的な把握ができなかった竪穴住居の埋没土である。Ⅲ層途中から掘り込

まれる柱穴が多く確認できるが、平面的に把握できなかったものも多い。

Ⅰ -2・Ⅱ -1 区南壁（図 13）

　全域が微高地上面となるために、Ⅱ・Ⅲ層が殆ど存在せず、表土層の下位がⅣ層上面となる。近・現

代における削平がきつい。東側には中世前半期の条里型地割に伴う坪界溝 SD2001 が存在しているが、

その上位にもⅡ層は認められない。弥生前期埋没の溝 SD4002 の下位には、30 層としたレンズ状の砂

礫層がみられる。面的な調査は行えていないが、30 層を境にして、Ⅳ層が細別できることから、J 区

SR4002 に類似した縄文後期の旧河道となる可能性が高い。
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１ 淡灰色粘質土　近現代の遺物を含む
２ 淡灰褐色混細砂粘質土（Mn多い）
３ 淡灰褐色混細砂粘質土（Mn少し）　SPだろう　５より新
４ 灰褐色混細砂粘質土（Mn、Fe 少し）　古代のSKか？
５ 淡灰褐色混細砂粘質土（Mn、Fe 多い）　5より古い
６ 濁黄灰色混細砂粘質土（シルト質）　SK4008
７ 濁黄灰色今細砂粘質土（シルト質）　SK4008
８ 暗灰褐色粘質土　SH4002 埋土か
９ 淡茶褐色混細砂粘質土　SH4002 の壁溝
10 灰褐色混細砂粘質土　SH4002 埋土か
11 茶褐色混細砂粘質土（黄色小塊少し）　SH4002 の下
12 灰褐色混細砂粘質土（Mn少し）　古代の土器含むSK？
13 淡茶褐色混細砂粘質土　SH4002 の壁溝
14 淡黄白色混細砂粘質土（Fe多い）
15 茶褐色混細砂粘質土　弥生後期土器片多い
16 淡茶褐色混細砂粘質土　SD4007 埋土
17 濁淡茶褐色混細砂粘質土　SD4007 埋土
18 濁茶灰色混細砂粘質土（黄色粘土小塊少し）
19 淡灰褐色混細砂粘質土（Mn多い）　古代の須恵器片あり
20 暗茶褐色混細砂粘質土・SH4001 埋土
21 茶褐色混細砂粘質土（黄色粒少し）　SH4001 埋土　黄色小塊が多い
22 茶褐色混細砂粘質土（黄色小塊多い）　SH4001 貼床層
23 暗茶褐色混細砂粘質土　SHの下の遺構か？
24 暗茶褐色粘質土　SHの壁板の痕跡
25 濁茶灰色混細砂粘質土（黄色小塊多い）　SHの貼床層
26 濁黄灰色混細砂粘質土（黄色小塊多い）　SP（SHのものか？）
27 茶褐色混細砂粘質土　SP4050
28 茶褐色混細砂粘質土（土器片多い）　SP4050
29 暗茶褐色混細砂粘質土　柱痕
30 茶褐色混細砂粘質土
31　灰黄色シルト
32 淡黄灰色シルト
33 灰黄色シルト ( 微細ブロック )
34 褐灰色シルト ( 微細ブロック )
35 黄灰色シルト ( 微細ブロック　淡黄色シルトの微細ブロック多く含む )
36 黄灰色シルト ( 微細ブロック )
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シ
ル
ト
層
（
こ
げ
茶
褐
色
粒
を
含
む
）

４
 

暗
灰
白
色
シ
ル
ト
層
（
こ
げ
茶
褐
色
粒
を
含
む
）

５
 

こ
げ
茶
灰
色
シ
ル
ト
層

６
 

暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層

７
 

暗
灰
黄
色
砂
層
（
Φ
1m

m
以
下
の
砂
粒
）

８
 

6
と
同
じ

９
 

暗
こ
げ
茶
灰
色
砂
質
土

10
 
暗
黄
灰
色
砂
層
（
微
砂
粒
）

11
 
こ
げ
茶
黄
色
砂
層
（
微
砂
粒
）

12
 
こ
げ
茶
灰
色
砂
礫
層
（
砂
Φ
2m

m
以
下
　
礫

2
～

3c
m
含
む
）

13
 
暗
灰
色
シ
ル
ト
層

14
 
暗
茶
灰
色
砂
層
（
砂
Φ
1
～

2m
m
　
ラ
ミ
ナ
層
含
む
）

15
 
暗
茶
灰
色
粘
質
土
（
須
恵
器
含
む
）

16
 
濁
黄
白
色
シ
ル
ト
層

17
 
暗
灰
白
色
砂
礫
層
（
砂
Φ
1m

m
以
下
　
礫

2
～

5c
m
を
含
む
）

18
 
灰
茶
色
砂
礫
層
（
砂
Φ
2
～

10
m
m
　
礫

5
～

10
cm

含
む
）

19
 
暗
灰
色
粘
質
土

20
 
暗
黄
や
ま
ぶ
き
色
粘
質
土
（
地
山
）
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SH
70

01

SH
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06

１
 

濁
茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
3m

m
以
下
）
を
多
く
含
む

２
 

黒
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
砂
質
土
を
若
干
含
む

３
 

黒
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
砂
質
土
を
若
干
含
む
　
黒
味
が
強
い

４
 

茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
若
干
黒
味
を
帯
び
る
）
古
墳
時
代
包
含
層
か
？

５
 

茶
褐
色

+灰
色
極
細
砂
（
8よ

り
灰
色
味
が
強
い
）

６
 

茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
粒
を
若
干
含
む
　
φ
1～

2m
m
の
砂
粒
を
多
く
含
む

７
 

SP
８
 

淡
灰
茶
褐
色
極
細
砂
　
し
ま
り
悪
い

９
 

淡
茶
褐
色

+灰
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂

10
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
粒
を
若
干
含
む
　
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

11
 

茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
粒
お
よ
び
炭
化
粒
を
若
干
含
む
　
8よ

り
砂
粒
（
φ
2c

m
以
下
）
を
多
く
含
む

12
 

灰
色

+茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂

13
 

茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
14

よ
り
灰
色
味
が
強
く
か
つ
砂
粒
が
多
い
）
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
わ
ず
か
に
含
む

14
 

茶
褐
色

+灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
若
干
含
む
　
15

よ
り
砂
粒
（
φ
3c

m
以
下
）
を
多
く
含
む

15
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
若
干
黒
味
を
帯
び
る
）　

黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
以
下
）
を
わ
ず
か
に
含
む
　
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

16
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
粒
を
含
む
　
黄
色
粒
お
よ
び
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

17
 

濁
茶
褐
色
灰
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
程
度
）
を
若
干
含
む

18
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
若
干
黒
味
を
帯
び
る
）
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

2c
m）

を
含
む

19
 

茶
褐
色
細
砂
　
黄
色
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

20
 

淡
茶
褐
色
極
細
砂
　
黄
色
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

21
 

淡
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
若
干
灰
色
味
を
帯
び
る
）　

黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
程
度
）
を
わ
ず
か
に
含
む

22
　
炭

23
 

茶
褐
色
極
細
砂

24
 

濁
灰
褐
色
極
細
砂
　
黄
白
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
0.5

～
2c

m）
を
多
く
含
む
　
し
ま
り
や
や
良
い

25
 

淡
灰
褐
色
極
細
砂
 

　
黄
白
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
上
）
を
多
く
含
む
　
し
ま
り
や
や
良
い

26
 

黒
灰
色
極
細
砂
　
黄
白
色
土
を
多
く
含
み

27
層
の
下
で
は
水
平
に
広
が
る
　
炭
化
粒
を
若
干
含
む
　
し
ま
り
良
い

27
 

炭
灰
茶
褐
色
細
砂
　
黄
色
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

28
 

白
灰
色

+黒
褐
色
　
極
細
砂
　
ピ
ッ
ト

29
 

黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
白
灰
色
土
を
含
む
　
ピ
ッ
ト

30
 

灰
白
色
極
細
砂
　
黒
褐
色
粒
を
若
干
含
む

31
 

黒
褐
色

+灰
白
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
し
ま
り
や
や
悪
い

32
 

灰
色

+黒
褐
色
極
細
砂

33
 

黒
褐
色

+灰
白
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
し
ま
り
や
や
悪
い

34
 

灰
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
、
黒
褐
色
粒
を
含
む
　
し
ま
り
悪
い

35
 

2よ
り
黒
色
を
帯
び
る

36
 

灰
色
極
細
砂
　
黒
褐
色
土
を
含
む

37
 

2よ
り
黒
色
を
帯
び
る

38
 

黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
土
を
含
む
　
ピ
ッ
ト

39
 

黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
土
を
若
干
含
む
、 

黄
色
粒
・
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む
　
ピ
ッ
ト

40
 

黒
褐
色
極
細
砂
（
13

よ
り
や
や
淡
い
）
黄
褐
色
粒
を
含
む
　
ピ
ッ
ト

41
 

黒
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
や
や
濁
る
）
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

3c
m）

を
多
く
含
む
　
ピ
ッ
ト

42
 

黒
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
土
を
含
む
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
程
度
）
を
わ
ず
か
に
含
む
　
ピ
ッ
ト

43
 

黒
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

4c
m）

を
多
く
含
む

44
 

黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
16

よ
り
灰
色
土
を
多
く
含
み
粗
砂
が
多
い
　
ピ
ッ
ト

SH
70

01

SH
70

05

SH
70

06

45
 

黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
土
を
含
む
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
若
干
含
む
　
ピ
ッ
ト

46
 

白
灰

+黒
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂

47
 

黒
茶
褐
色

+白
灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
粒
わ
ず
か
に
含
む
　
φ
0.5

～
3c

m
の
礫
を
若
干
含
む

48
 

茶
褐
色

+灰
白
色
細
砂
ま
じ
り
極
細
砂

49
 

黒
茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
焼
土
粒
お
よ
び
炭
化
粒
を
含
む
　
黄
褐
色
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

50
 

黒
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

51
 

茶
褐
色
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

2c
m）

を
多
く
含
む

52
 

茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
多
く
含
む

53
 

黄
褐
色
シ
ル
ト
質
極
細
砂
　
茶
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
以
下
）
を
多
く
含
む

54
 

灰
白
色

+黒
褐
色
極
細
砂
　
や
や
暗
い

55
 

黒
褐
色

+白
灰
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
炭
化
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

56
 

黒
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
粒
を
多
く
含
む

57
 

濁
黄
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
茶
褐
色
粒
を
含
む

58
 

濁
黄
褐
色

+茶
褐
色
極
細
砂

59
 

淡
茶
褐
色

+白
灰
色
　
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
部
分
的
に
は
黄
色
味
を
若
干
帯
び
る
）
黄
色
粒
を
わ
ず
か
に
帯
び
る

60
 

茶
褐
色

+白
灰
色
　
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
以
下
）
を
若
干
含
む

61
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
前
後
）
を
斑
点
状
に
若
干
含
む
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
前
後
）
を
わ
ず
か
に
含
む

62
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
4

よ
り
粗
砂
を
含
む
割
合
が
多
い
　
部
分
的
に
は
や
や
黒
味
を
帯
び
る
）
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

3c
m）

を
含

む
　
炭
化
粒
を
含
む

63
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
10

cm
以
下
）
を
多
く
含
む
　
炭
化
粒
を
含
む

64
 

淡
灰
茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
細
砂
　
黄
色
粒
を
若
干
含
む
　
上
面
に
炭
が
若
干
広
が
る

65
 

炭
層
　
焼
土
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

66
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
白
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
4c

m
以
下
）
を
多
く
含
む

67
 

淡
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
4c

m
以
下
）
を
含
む

68
 

淡
茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
前
後
）
を
含
む
　
し
ま
り
や
や
良
い

69
 

濁
灰
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
白
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
若
干
含
む
　
し
ま
り
良
い

70
 

濁
灰
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
4c

m
以
下
）
を
多
く
含
む
　
し
ま
り
良
い

71
 

淡
灰
褐
色
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
前
後
）
を
含
む

72
 

黒
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
全
体
に
や
や
灰
色
味
を
帯
び
る
）
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1c

m
以
下
）
を
若
干
含
む

73
 

2に
同
じ
　
た
だ
し
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2～

3c
m）

を
多
く
含
む

74
 

濁
茶
褐
色
細
砂
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
3c

m
程
度
）
を
多
く
含
む

75
 

濁
黄
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
淡
茶
褐
色
（
φ
4c

m
以
下
）
を
含
む

76
 

濁
黄
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
淡
茶
褐
色
（
φ
4c

m
以
下
）
を
含
む

77
 

濁
茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
0.5

～
3c

m）
を
多
く
含
む

78
 

茶
褐
色
粗
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
全
体
的
に
や
や
灰
色
味
を
帯
び
る
）
黄
色
粒
を
若
干
含
む
）

79
 

淡
茶
褐
色
極
細
砂
　
炭
を
多
く
含
む
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
2c

m
以
下
）
を
含
む

80
 

炭
層
　
淡
茶
褐
色
極
細
砂
お
よ
び
焼
土
粒
を
若
干
含
む

81
 

濁
茶
褐
色
極
細
砂
　
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
4c

m
以
下
）
を
多
く
含
む
（
壁
溝
）

82
 

黄
褐
色
細
砂
ま
じ
り
極
細
砂
　
淡
茶
褐
色
土
を
含
む
　
直
下
に
砂
利
層
が
薄
く
広
が
る
　
ベ
ッ
ド
状
遺
構

83
 

淡
茶
褐
色
粗
砂
ま
じ
り
極
細
砂
　
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク
（
φ
1～

2c
m）

を
多
く
含
む
　
ベ
ッ
ド
状
遺
構

84
 

濁
茶
褐
色
細
砂
混
じ
り
極
細
砂
（
や
や
灰
色
味
を
帯
び
る
）
黄
褐
色
ブ
ロ
ッ
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第 2節　縄文後期から弥生前期の遺構 ･遺物

　縄文後期の遺構は、Ｊ区 SR4002 がある。SR4002 は、基本層序Ⅳ層の堆積過程における旧河道であり、

粗砂から中粒砂で埋没した後、上部が黄褐色の細粒砂からシルトによって覆われている。このⅣ層上部

の黄褐色細粒砂・シルトに被覆されている堆積状況や、30 次調査 1E トレンチ区において同様の旧河道

が検出されている点を踏まえると、他の地点にも調査に至っていない複数の旧河道が存在している可能

性が高い。SR4002 の遺物出土量からみて、大規模な集落の展開は予測できないが、Ⅳ層中に埋没した

周辺の微高地上に住居群が存在すると考えられる。

　弥生前期の遺構として、南から北へ流下する SD4001.4002 等の 2 条の溝や、G 区 SD0007.J 区 SD4001

の旧河道が挙げられる。SD4001.4002 等の溝は、M 区付近で合流するとともに、蛇行を繰り返しながら

北流した後、旧河道部分である SD0007.SR4001 に接続している。蛇行を繰り返す点は、微高地を迂回

して掘開されたためであり、SD0007.SR4001 との接続関係からみて灌漑用水路の可能性が高い。一方、

接続先となる SD0007.SR4001 は、蛇行しながら 17.28.29.30 次調査区を経て、既刊の「旧練兵場遺跡Ⅱ」

で報告した 19 次調査区 SR02 に繋がり、北西方向へ抜けることが明らかになっている。

　微高地上での居住関連の遺構は、本書で報告する調査区内において確認しておらず、出土遺物も前期

弥生土器片や打製石斧が出土しているものの極めて少量であり、近接して居住域を想定することは困難

である。弥生前期段階の居住域は、貯蔵穴群が所在する 19 次調査地南西部に求められる。しかし、大

規模な集落形成を推定することは困難であり、弥生中期後半期以降の集落の様相とは明らかに異質で

あったと考えられよう。

J 区 SR4002（図 15）

　J 区で確認した旧河道である。トレンチ調査において、SR4001 の西側でⅣ層中の砂礫層より縄文土

器が出土したため、調査範囲を拡大した。砂礫層に伴う落ち込みは、南側で八手状に別れ、北側で合流

する。

　埋没土は、下層より上層に向かって砂礫から粗砂へと変移しており、更に上層を黄褐色シルト～粘土

（Ⅳ層）が覆う。これらは、上方細粒化に示されたように、一連の堆積であった可能性が高い。従って、

図 15 に示した下層の砂礫層に伴う流路を越えて、Ⅳ層上部形成に伴う自然堆積が広範囲に行われたと

みた方がよいだろう。また、下層の砂礫層より下位となる黄褐色粘土（図 15 の 12.13 層）は、粒径に

おいてⅣ層上部と層相を大きく違えており、上面が縄文期の遺構面となる可能性が高い。

　図 15-1.2 は縄文土器深鉢である。1 は内外面に植物質の原体を用いた条痕が確認できる。2 の深鉢頸

部片は内外面をミガキ締め、外面の沈線文間に磨消縄文を施す。3 は縄文土器浅鉢の頸部片であり、外

面に二枚貝条痕がみられる。これらの出土遺物の年代観から、本旧河道は縄文後期から晩期前半期にか

けて機能していたと考えられる。

　また、K 区 SH3001 で出土した結晶片岩製の石棒（図 24-9）は、本旧河道からの巻き上げられた遺物

とみたほうがよいだろう。

Ⅰ -2.4 区　SD4002.J 区 SR4001 ほか（図 16 ～ 18）

　調査区のほぼ全域で検出した溝と旧河道（凹地）である。流下方向・位置は、南部のⅡ -1 区から北
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東部の J 区へ蛇行を繰り返す。流路が変更される箇所には、砂礫層（Ⅴ層）が比較的浅い位置で検出さ

れる点から旧中州と想定される明瞭な微高地が存在しており、掘開は地形に制約をうけたと考えられる。

　断面形や規模から、V 区以南では溝、H 区以北では旧河道（凹地）に区分できる。V 区以南おける下

層・最下層は、上面幅約 1 ～ 1.5m を測り U 字形の断面形をもつ。上層は、上面幅が約 3 ～ 3.5m を測り、

緩やかに落ち込む断面形を示す。埋没土の構成は、最下層の粗砂・中粒砂、下層の細粒砂、上層の極細

砂からシルトとなっており、細粒化しながら変遷することからみて、一連の自然堆積によって埋没した

状態を推定できる。また、上層はその際の越流堆積と考えられる。

　H 区以北は、旧河道（凹地）となっている。埋没土は、極細砂からシルトから構成されており、V 区

以南の上層堆積物に類似する。位置関係や堆積状況からみて、V 区以南の溝部は H 区以北の旧河道（凹

地）への給水路であり、H 区以北の旧河道（凹地）は、水田等の耕作地であった可能性がある。しかし、

H 区以北の旧河道（凹地）おいて、耕作土の存在などが確認できていないため、想定の範囲に止まらざ

るをえない。

　出土遺物には上位遺構からの資料が多く混入しているが、時期決定に有効な資料として、弥生前期末

葉とみられる内面突帯をもつ広口壷の口縁部片（図 18-1）や口縁端部外面に刻目文を施す甕がある（図

18-10）。また、弥生中期後半期の掘立柱建物を構成する柱穴が本遺構の上面から穿たれており、弥生中

期前半期には埋没・平準化が完了していた可能性が高い。

　掘開年代は、下位に位置する SR4002 との層位関係や、延長部分である 19 次調査 SR02 最下層の年代

観、頸部の発達した浅鉢（図 18-2）から考えて、概ね縄文晩期後葉と想定しておきたい。また、この凹

地は、平成 22 年度の第 29 次調査において、J 区以北で北西方向へ蛇行しながら流下し、第 19 次調査

の SR01.02 に接続することが明らかになった。旧河道を利用した耕作地の想定の是非については、今後

の報告に委ねたい。

　図 18-1.2 は V 区 SR5001 からの出土遺物である。図 18-1 は広口壷の口縁部片であり、内面突帯をもつ。

弥生前期末葉に位置付けられる。図 18-2 は縄文土器浅鉢の頸部から口縁部の破片で、「く」の字状に屈

曲する発達した頸部に、口縁端部が短く屈曲する。図 18-3 ～ 6 は G 区 SD0007 出土遺物であり、図 18-

3.4 は弥生中期後半でも古相を示す直口壺と広口壷片。

　図 18-7 ～ 23 は、J 区 SR4001 からの出土遺物。図 18-7 ～ 9 は弥生前期後半から末葉の広口壷口縁部・

胴部片である。図 18-10 は、如意形口縁甕の口縁部片であり、口縁端部外面に刻目文を施す。図 18-12 は、

弥生前期の蓋天井部、図 18-13 は弥生前期の甕底部片である。図 18-26 は M 区 SD6009 から出土した流

紋岩製の打製石斧。これらの資料の中で、図 18-1.2.7 ～ 14.29 など縄文晩期から弥生前期に比定される

資料は、本遺構に伴う遺物と考えられる。図 18-3.4.11.15 ～ 23 の弥生中期後半から後期のかけての資料

や、図 18-5.6 の須恵器杯などは、層位関係などから、上層からの混入品と判断できる。
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１ 10YR3/2 黒褐色粘土
２ 10YR2/2 黒褐色細砂（炭化物・地山塊少量含む）
３ 10YR3/3 暗褐色細砂（地山塊やや多く含む）
４ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
５ 10YR6/8 明黄褐色粘土ブロック
６ 10YR3/1 黒褐色粘土（柱痕）ー柱穴
７ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロックー柱穴

１ 10YR3/1 黒褐色粘土（炭化物含む）上層
２ 10YR4/1 褐灰色シルト（黄褐色シルト微細ブ

ロック多く含む）上層
３ 10YR5/1 褐灰中粒砂ー中層
４ 2.5Y7/6 明黄褐色シルト　下層
５ 10YR4/1 褐灰色粗砂ー下層
６ 2.5Y7/8 黄色粘土ブロック（崩落土）下層
７ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック（崩落土）下層 

１ 10YR2/2 黒褐色粘土（中砂・小礫混じる）
２ 10YR2/1 黒褐色粘土（粗砂～中砂少量混じる）
３ 10YR4/1 褐灰色粘土（粗砂やや多く混じる）
４ 10YR6/6 明黄褐色粘土微細ブロック（崩落土）
５ 10YR5/6 黄褐色粘土微細ブロック（崩落土）
６ 10YR5/1 褐灰色粘土中粒砂（粗砂多く混じる）
７ 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト（地山塊多く含む　崩落土）
８ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（崩落土）

１ 2.5Y3/2 黒褐色粘土（地山塊少量含む）上層
２ 2.5Y3/1 黒褐色シルト（地山塊少量含む）上層
３ 2.5Y6/6 明黄褐色粘土微細ブロックー崩落土
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土微細ブロックー崩落土
５ 10YR4/1 褐灰色粘土中粒砂（粗砂をラミナ状に多く含む）下層
６ 10YR5/2 灰黄褐色中粒砂（地山塊やや多く含む　細砂をラミ

ナ状に交える）下層
７ 10YR7/8 黄橙色粘土微細ブロック（崩落土）下層

Ⅰ-2・Ⅰ-4・Ⅱ-1 区　SD4002

M区　SD6009 S 区　SD1043

U区　SD5002

U区　SR5001１ 暗茶褐色シルト～粘土
２ 茶褐色粘質細砂
３ 濁黄褐色粘質中粒砂＋明黄色

シルト微細ブロック
４ 濁黄色粘質シルト

１ 暗黒褐シルト

１ 暗褐色粘土
２ 褐色シルト（黄褐色シルト微細ブロック極少混）
３ 濁褐色シルト（黄褐色シルト微細ブロック極少混）
４ 褐色細砂～シルト（黄褐色シルト微細ブロック極少混　斑鉄）
５ 淡褐黄色細砂　濁褐色シルト微細ブロック混
６ 淡褐黄色中粒砂　濁褐色シルト微細ブロック極少混
７ 淡褐黄色中粒砂　濁褐色シルト微細ブロック混

0 1ｍ

（1/40）

図 16　弥生前期溝（1）
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V 区　SR6001

G･H区　SD0007

J 区　SR4001

１ 橙褐色シルト（暗褐色シルト微細ブロック含む）
２ 暗黒褐色シルト
３ 淡橙褐色細砂
３’ 淡橙褐色細砂（黄色シルト微細ブロック混）
４ 灰褐色中粒砂（黄色シルト微細ブロック混）
５ 濁黄褐色シルト
６ 濁黄褐色シルト ( 黄灰色シルト微細ブロック混）
７ 橙褐色中粒砂
８ 橙褐色中粒砂 ( 黄色シルト微細ブロック混）

１ 暗茶灰色粘土（暗灰色粘土ブロックを多く含む）
２ 暗茶灰色粘土（やまぶき黄色粘土ブロックを少量含む）
３ 暗茶灰色粘土（やまぶき黄色粘土ブロックを含む）
４ やまぶき黄色シルト（暗茶灰色粘土ブロックを含む）
５ 暗褐色中粒砂（暗茶灰色粘土ブロックを含む）

１ 灰色粘土（暗茶灰色粘土ブロックを少量含む）
２ 灰黄褐色粘土（暗茶灰色粘土ブロックを少量含む）
３ 灰黄褐色シルト（暗茶灰色粘土ブロックを多く含む）
４ 灰色粘質土（灰黄褐色粘質土ブロックを含む）
５ 灰色シルト（灰黄褐色粘土ブロックを多く含む）
６ やまぶき黄色細砂（暗茶灰色粘土ブロックを含む）
７ やまぶき黄色細砂（暗茶灰色粘土ブロックを多く含む）

Ⅱ-4 区　SD4001･SD4004

１ 暗茶褐色粘土
２ 暗黒褐色粘土
３ 茶褐色極細砂～シルト
４ 淡黄色粘土（Ⅳ層）

１ 茶灰色粘土
２ 濁黄色シルト～粘土
３ 濁黄色シルト ( 明黄色シルト微細ブロック含む )

２ 濁橙褐色シルト（褐色シルト微細ブロック含む）
３ 明橙褐色シルト　
４ 暗橙褐色シルト
５ 暗褐色シルト（黄色シルト微細ブロック少量含む）
６ 暗橙色極細砂～シルト
６’ 暗橙色極細砂～シルト ( 黄色シルト微細ブロック多く含む )
７ 黄褐色粘土 (Ⅳ層 )

0 1ｍ

断面図（1/40）

0 2ｍ

平面図（1/60）

図 17　弥生前期溝（2）
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第 3節　弥生中期後半期の遺構・遺物

　弥生中期前半期の空白期間を経て、中期後半期 ( 凹線文期 ) には居住遺構の形成が開始されている。

当該期の多くの遺構は、弥生後期以降の遺構形成に伴って大きく削平されており、遺存状態は良好では

ない。また、現地調査の段階より調査区のほぼ全域の後世の遺構内に当該期の遺物が混入する状況が多

くみられたため、現地調査で認識できた遺構以外に掘り方を失い柱穴のみとなった竪穴住居が多く存在

している可能性が危惧された。そこで、報告を行うにあたってはこのような条件を考慮し、可能な限り

すべての柱穴に対して検出レベルや記録写真、出土遺物の点検を行った上で、建物復元を行い資料提示

をした。一部に柱穴配置や想定において検討の余地が残る遺構も存在するが、一方でその存在を完全に

否定できるだけの材料もないため、復元に踏み切ったもので、現地調査段階での検討及び検証の必要性

を痛感した。

　細別した時期区分では、凹線文出現期となる中期後半古段階に属する遺構は、調査区北西隅部の貯蔵

穴 (G 区 SK0003) と南東隅部の掘立柱建物 ( Ⅱ -2 区 SB2006)、8 次調査の小型方形住居 (SH05) 以外には

存在せず、本格的な遺構形成は凹線文盛行期の中期後半中・新段階となる。調査区全体の遺構分布状況

は、M 区を境として北側の第 22.23 次調査区が竪穴住居と掘立柱建物が混在して存在し、南側の 26 次

調査区は 1 基の貯蔵穴を除いて掘立柱建物のみで遺構形成が行われる。掘立柱建物の中でも、集中区と

なる 26 次調査区は、建物主軸方位に緩やかな規則性があり、掘り方の一辺が 1m を超える 1 間× 1 間

の柱構造をもつ大型掘立柱建物 ( Ⅰ -2 区 SB2001. Ⅱ -1 区 SB1004) も存在するなど建物構成に違いが認

められる。これらは、居住域内のゾーンニングを示している可能性が高い。

　当該期の竪穴住居は、直径 4m 以下の小形の円形を呈するものが多く、直径約 5 ～ 6m の円形と主柱

穴を配さない小型方形が付随する。同時併存では、22.23 次調査区を中心にして４つ程度の竪穴住居の

小さな単位が 1・2 棟の掘立柱建物とセットとなって点在する。

　これらの小単位における機能を表す出土遺物として、土器焼成に伴う焼成破裂土器・焼成破裂土器片

がある。焼成破裂土器・焼成破裂土器片は、時期的に中期後半新段階に集中し、その分布範囲は 22 次

調査 O 区 SD8001 を中心にして後世の遺構への混入資料を含めると、半径約 60m の範囲にまとまって

分布する。焼成遺構そのものは検出されていないが、O 区 SD8001 の埋め戻し土から多量に出土した焼

成破裂土器・焼成破裂土器片に伴って焼土塊や炭化物が多く出土していることから、同遺構周辺にその

存在を推定できる。また、複数みられる竪穴住居群の中でも限られた単位で土器焼成が行われていたと

考えられるが、遺跡内でこれほど土器焼成関係遺物が集中する地点はみられず、操業規模は決して小さ

くないと考えられよう。

　以上のように、弥生中期後半期は、竪穴住居と掘立柱建物の組み合わせや掘立柱建物の集中域など遺

構の組み合わせが比較的まとまっており、土器焼成関連遺物などからも各単位の機能分掌が明確に捉え

られる。　　

　また、特筆すべき本段階の遺物として、扁平紐式銅鐸片がある。第 3 章第 6 節から第 8 節において紹

介するとおり、扁平紐式銅鐸は古墳後期以降の遺構への混入資料として南北約 80m 東西約 40m の範囲

に飛散したような状態で出土しているが、型式的な特徴や鉛同位体分析の結果から同一個体片と推定で

きる。完形鐸が埋納され後世に攪拌されたものか、弥生期に破砕されたものかどうかの結論は出ないが、

型式学的な特徴からみて、本節で紹介する中期後半期の遺構群に伴う可能性が高い。
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図 20　G・H・I・J・K区　平面　
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H 区 SH1003（図 21）

　H 区中央で検出した小形住居であり、約 3 × 2.1m の隅丸長方形を呈する。残存深度は 0.15m を測り、

壁溝が全周すると見られる。炉及び主柱穴は未確認である。ベッド状遺構の内側の部分のみが残存した

と考える炉をもたないことから見て、無柱の小規模な住居と考えられよう。

　遺物は、全て床面に伴うものであるが、破片化したものが中心となる。高杯 ( 図 21-7) が時期的に下

る可能性があるが、細頸壷 ( 図 21-1) の形態や口縁部の上方拡張があまり発達しない甕 ( 図 21-2.3) から、

本住居は弥生中期後半中段階に帰属するものと考える。

地区 遺構名 時期 形態 張り出し 規模１( ｍ ) 規模２( ｍ ) 面積 (㎡ ) 主柱穴 炉 竈 備考
H 区 SH1003 弥生中期後半中段階 長方形 - 3 2.1 6.3 無 - -
I 区 SH2004 弥生中期後半新段階 円形 (5.0)
J 区 SH4004 弥生中期後半中段階 円形 3.1 9.7 円形
K 区 SH3001 弥生中期後半中段階 円形 4.1 12.8 4 楕円形
M 区 SH6038 弥生中期後半新段階 円形 ? (4) 楕円形 焼成破裂土器
M 区 SH6039 弥生中期後半新段階 円形 ? (5)
O 区 SH8006 弥生中期後半新段階 長方形 3.7 
O 区 SH8008 弥生中期後半新段階 円形 5.3 16.6 焼成破裂土器 2
S 区 SH1064 弥生中期後半新段階 円形 (5.0) 15.7 4 不明
S 区 SH1080 弥生中期後半 円形 ? (4)
S 区 SH1081 弥生中期後半中段階 円形 ? 5
S 区 SH1084 弥生中期後半中段階 円形 ? (4)
S 区 SH1085 弥生中期後半中段階 円形 ? (6)
T 区 SH1096 弥生中期後半新段階 円形 3.0 9.4 無
Ｕ区 SH5004 弥生中期後半中段階 円形 3.7 11.6 無
V 区 SH6014 弥生中期後半中段階 長方形
V 区 SH6017 弥生中期後半新段階 円形 3.9 12.2 4 円形

V 区 SH6023 弥生中期後半中段階 円形 ? (5) 円形 + 隅
丸方形

W 区 SH4009 弥生中期後半中段階 円形 ? (6)
Ⅰ -3 区 SH3019 弥生中期後半中段階 円形 ? 　

表５　竪穴住居跡一覧
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図 21　H区　SH1003　平・断面・出土遺物



I 区 SH2004（図 22）

　I 区西部で検出した竪穴住居である。中世の条里型地割坪界溝である SD2002 と攪乱坑によって大部

分を滅失するが、弧状を描く壁溝から、直径約 6m の円形住居に復元できる。残存範囲で主柱穴の確認

はできない。壁面の立ち上がりは約 10㎝であり、かなりの削平を受けている。残存する埋没土はすべ

て貼床土と見てよい。また、壁溝の若干内側で SD2019 とした小溝を確認しており、ベッド状遺構か先

行する住居の存在を示唆するものかもしれない。

　出土遺物の内、壷底部片 ( 図 22-3) や高杯脚 ( 図 22-4) の形態から、本住居は弥生中期後半新段階に帰

属するものと考えておく。

J 区 SH4004（図 23）

　J 区北西部で検出した竪穴住居で、弥生後期前半期の SB4002、古墳後期から古代期の K 区 3001 に切

られる。直径約 3m の小形円形住居と見られるが、壁面の立ち上がりは約 0.1m と僅かであり、壁溝と

貼床土が辛うじて残存する。主柱穴は検出されず、壁溝の外側を精査したが、周溝や対応する柱穴の確

認はできなかった。床面中央からやや東寄りには K-1 とした炉があり、埋没土中に若干の炭化物を含む。

底面中央には、半完形品の広口壷 ( 図 23-2) が押し潰された状態で出土しており、本住居の廃絶年代を

示す資料と考える。

　炉内から出土した広口壷 ( 図 23-1) の形態から、本住居は弥生中期後半中段階に廃絶したものと推定

しておく。

K 区 SH3001（図 24）

　K 区北東部で検出した竪穴住居であり、古代の SB3001.SD3004 に切られる。壁面の残存が約 10㎝と
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図 22　I 区　SH2004　平・断面・出土遺物



極めて残存状態が良好ではないが、直径約 4.1m 円形プランをもち、図示する 4 基の主柱穴の中央に炉

跡を配置する小形住居である。残存する埋没土は全て貼床土と見られ、南西部には僅かに壁溝が残存し

ている。出土遺物は少量にとどまるが、規模や柱配置から見て、弥生中期後半期に見られる小形円形住

居と見てよいだろう。本住居と重複する形で北側に壁溝状の小溝を伴う円形の落ち込みが確認された。

ベッド状遺構と考えるには不自然であり、また対応する主柱穴・炉は確認できないため、住居としての

判断は躊躇せざるを得ない。出土した土器の特徴から、弥生中期後半中段階に帰属する住居と考えられ

る。また、結晶片岩製の石棒（図 24-9）は、本住居に伴うものではなく下層に存在し縄文晩期の埋没が

想定される SR4002 からの巻き上げによる混入品と考える。

　出土遺物の内、甕 ( 図 24-1.2.3) の口縁形態からみて、本住居は弥生中期後半中段階に帰属すると考え

られる。

M 区 SH6038（図 25）

　M 区中央部やや西寄りの古墳後期の SH6014.6015 の下位で検出した竪穴住居である。現地調査では

炉と考えられる SK6003 のみ把握しており、報告書作成段階で主柱穴を推定したものである。南西隅の

主柱穴を欠落するが、炉 SK6003 を中心に配される 4 基の主柱穴をもつものと考えられる。炉 SK6003

は底面全体に炭化物を含む薄層が広がり、弥生中期後半期の土器片を含む。各主柱穴出土土器もほぼ同

時期のものであり、主柱穴配置の間隔から直径約 4m の弥生中期後半期に散見される小形円形住居とし

て復元できよう。

　炉 SK6003 から出土した資料の内、甕口縁片 ( 図 25-1) は古相を示すものの、残存率が高く外面に焼

成破裂痕がみられる壷胴部 ( 図 25-3) の形態から、本住居は弥生中期後半新段階に帰属するものと考え

たい。また、焼成破裂土器 ( 図 25-3) は、本住居北側の O 区 SD8001 を中心とした土器焼成エリアの広
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がりを示唆する資料といえる。

M 区 SH6039（図 26）

　M 区西部の古墳後期に属する SH6012 の下位において検出した竪穴住居である。5 基の柱穴が多角形

状に組み合う状況に見られ、埋没土や出土遺物を検討した結果、竪穴住居として復元した。柱穴の深度

が浅いものが見られることや、炉が遺存しないことから見て、古墳時代以降の住居群によってかなりの

削平を受けていると考えられる。出土遺物は柱穴のみに限られるが、SP6440 から出土した広口壷 ( 図

26-1) の特徴から、本住居は弥生中期後半新段階に属するものと捉えておく。

O 区 SH8006（図 27）

　O 区南西部で検出した竪穴住居であり、弥生後期後半期の SH8005 に切られる。住居中央部の攪乱

坑により、大半を滅失するが、南部の M 区側においても SH8005 に切られる浅い落ちを検出しており、

これらを統合することにより、南北方向の規模を復元した。図化可能な出土遺物は図 27-1 のみであるが、

SH8005 との切り合い関係や、SH8008.SD8001 などの周辺遺構との関係から、本住居の年を、遺物が示

す弥生中期後半新段階と捉える。また、中期後半期で考えた場合、主柱穴をもたない長方形住居の可能

性が高い。

　

O 区 SH8008（図 28・29）

　O 区西部で検出した竪穴住居である。古墳後期の SH8001、弥生後期後半の SH8007 に切られ、

SB8001 を切り込む。住居西部及び東部は攪乱坑によって滅失するが、部分的に残存する壁面及び壁溝

から直径約 6.1m の円形住居と捉えられる。床面中央からやや南よりの SP8012 は埋没土中位に炭化物

層が広がり、炉と考えられる。埋没土の特徴や出土遺物から 5 基の主柱穴を想定しているが、炉と同様
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にやや南に偏る。SP8115 は他のものに比べて深

度が浅いが、床面からの掘り込みが確認できたた

め主柱穴に含めた。炉と主柱穴の偏りは、北側部

分にベッド状遺構を想定すべきかもしれない。

　柱穴住居床面からは、2 か所の土器集中部をは

じめ、磨製石斧などの石器類、動物遺存体などの

遺物が出土している。出土土器には、焼成破裂痕

を留めるものが一定量存在することから、住居南

側の SD8001 に一括廃棄された土器群との共通性

が見られる。土器焼成を行うエリアの推定のみな

らず、両遺構の時間的な共時性を示すものとして

重要である。

　図 29-11 は、外面に列点紋を施す壷頸部片であ

り、外面に焼成破裂痕が確認できる。図 29-27.28

は北東部床面でまとまって出土した土器群であ
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り、短頸広口壷 ( 図 29-27) は内外面に焼成破裂痕がみられる。扁平片石斧 ( 図 28-8) は、層界岩製とみ

られる。滑石製臼玉 ( 図 28-2) は上層からの混入品である。

　

S 区 SH1064（図 30）

　S 区中央部やや北寄りで検出した竪穴住居である。SH1034 をはじめ古墳時代以降の住居や SH1040

や SK1014 など弥生時代後期から終末期のほぼすべての主要遺構に切られる。中でも弥生後期前半古段

階に属する SK1014 に明確な形で切られる点は、本住居の帰属時期を推定する際に重要な材料となる。

住居南東部のみ壁溝を確認しており、図示する 4 基の主柱穴との距離を加味した上で復元した場合、直

径約 5m の円形住居と捉えられる。主柱穴の内、北側の 2 基 (SP2039.2043) の底場のレベルが南側の 2
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基 (SP1784.2031) より浅いが、柱穴に見られる切り合い関係や出土遺物を考慮し、主柱穴の推定を行った。

炉跡については、住居中央部を弥生後期後半期に属する SH1040 によって大きく削平されるため、復元

する材料は見られない。

　図 30-1.2 は主柱穴、図 30-3 ～ 9 は壁溝、図 30-10 ～ 12 は貼床土からの出土遺物。遺構の切り合い関

係に符合するように、出土土器には弥生後期以降の資料が含まれていない。図 30-15 は床面から出土し
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た安山岩製の砥石である。長頸壷 ( 図 30-4) 高杯

( 図 30-11.12) から、本住居は弥生中期後半新段

階に帰属するものと推定しておきたい。

S 区 SH1080（図 31）

　S 区西部で検出した竪穴住居である。壁溝や

壁面の立ち上がりは確認できないが、埋没土や

出土遺物の特徴を優先し、4 基の主柱穴をもつ

竪穴住居として復元する。西側の 2 基は攪乱坑

によって消滅した可能性が高い。SP1944.1999

ともに、深度が浅いが、弥生時代前期埋没の

SD1043 の越流堆積層を掘り下げた後で柱穴の平

面形を検出したためであり、本来的には現状よ

り上位から掘り込まれた可能性が高い。

　図化可能な出土遺物は見られなかったが、す

べて弥生中期後半期の薄手の甕胴部片で占めら

れていることから、本住居の帰属

時期を同時代に推定しておきたい。

S 区 SH1081（図 32）

　S 区北西部で検出した竪穴住居

である。壁溝や壁面の立ち上がり

を確認した訳ではないが、各柱穴

の埋没土が類似ていることや、出

土遺物に共時性があることなどを

根拠として、柱穴の配置状況から

竪穴住居として復元した。炉跡等

の施設は確認できない。

　図 32-1 は広口壷の頸部から肩部

片、図 32-2 は甕底部片である。広

口壷（図 32-1）はよく締まる頸部

に直線的な肩部をもつことから、

弥生中期後半期でも中段階に属す

るものとみられる。甕底部（図

32-2）は、小片であるが器壁が薄

く広口壷（図 32-1）に伴う甕と考

えても違和感がない。これらの出土遺物から、本住居は弥生中期後半中段階に帰属するものと捉えてお

きたい。
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S 区 SH1084（図 33）

　S 区北部で検出した竪穴住居である。住居掘り方や壁溝の検出は行えず、埋没土の類似性や出土遺物

を評価し、柱穴配置から竪穴住居として復元する。特に SP2048 は弥生中期後半期の SH1064 下位で検

出しており、本住居の帰属時期を推定する際に有力な手掛かりとなる。主柱穴は図示した 3 基に加えて、

SH1068 によっての位置に北西隅柱を加えて 4 基と推定したが、柱穴がやや大形であり、竪穴住居と捉

えるには柱間がやや長いことから見て、掘立柱建物の可能性も考えられる。

　出土遺物は、すべて弥生中期後半期のもので占められる。SP2048 から出土した甕口縁 ( 図 33-1) の形

態から、本住居は弥生中期後半中段階に帰属するものと推定しておきたい。

S 区 SH1085（図 34）

　S 区北部で検出した竪穴住居である。壁溝及び壁面の立ち上がりの確認はできなかったが、柱穴の埋

没土の類似性や竪穴住居との切り合い関係、柱穴出土遺物が弥生中期後半期の資料で占められる点を重

視し、報告書作成段階で 6 基の主柱穴をもつ竪穴住居に復元した。断面方向によって柱穴の底面のレベ

ル差があるなどなど不十分な点は否めない。

　図 34-1 の口縁部片は台付鉢口縁として図化したが、器種を確定できない。櫛描文原体による列点文

をもつ甕胴部片 ( 図 34-2) や鉢口縁部 ( 図 34-3.4) の形態から、本住居は弥生中期後半中段階に帰属する

ものと推定しておきたい。

T 区 SH1096（図 35）
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　T 区・V 区東部に跨って検出した竪穴住居である。上層を SH1013 等の古代期の遺構に削平されるが、

垂直に近い壁面から直径約 3m の小形円形住居と考えられ、主柱穴をもたない。断面では壁溝状の落ち

を確認したが、平面での検出はできなかった。床面中央に攪乱坑が存在しているため、炉の敷設につい

ては判断できない。規模や主柱をもたない構造は、弥生中期後半期の K 区 SH3001 と類似するものと

して指摘でき、本調査区の同時期における数少ない住居のひとつとして捉えることができよう。

　出土遺物は、南東部の床面から出土した資料 ( 図 35-1 ～ 6) と南西部の床面から出土した資料 ( 図 35-7

～ 22) に分けて提示した。一部弥生中期後半古段階に遡る資料 ( 図 35-1.9.16) がみられるが、広口壷 ( 図

35-7) や台付鉢 ( 図 35-19.20.22) を典型例として、多くの資料は弥生中期後半新段階に帰属すると考えられ、

本住居の帰属時期を同時期に比定しておきたい。
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Ｕ区 SH5004（図 36）

　U 区中央部で検出した竪穴住居であり、弥生後期前半期の SH5009、SB5503 に切られる。現地調査

で西側の弥生後期後半期の SH5007 との切り合い関係を把握することができなかったが、出土遺物が示

す年代観から、SH5007 に切られるものと考えられる。

　SH5002.5009 と同様に、弥生前期埋没の SD5002 に伴う越流堆積層上面に構築されていることもあり

平面プランの検出に難航したが、全体の1/4程度の住居東部の掘り込みと床面を確認できた。直径約3.4m

の小形円形住居に復元できる。主柱穴は確認できない。床面上には、炭化物と焼土塊が広がり、焼失住

居の様相を呈する。遺構の切り合い関係や出土遺物から、数少ない弥生中期後半の竪穴住居と捉えられ

る。
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　図 36-1.2 は本住居に伴う出土遺物である。鉢 ( 図 36-1) は脚台状の底部をもつもので、類例に乏しい

が胎土・焼成の雰囲気や、底部形態は弥生中期後半期の甕に共通するものである。

V 区 SH6014（図 37）

　V 区中央部で検出した竪穴住居である。弥生後期前半期の SH6013 に切られる。住居の北西部のコー

ナー付近の一部を確認することにとどまった。大半は東の T 区側へ伸びるものと見られるが、T 区で

は古墳時代住居によって滅失する。検出した範囲が狭小であるため、竪穴住居としての認定に不備があ

ることは否めないが、壁際で壁溝状のものを確認していることや、立ち上がりが急角度であることなど

から、竪穴住居として報告することとしたい。

　出土遺物は、凹線文出現直後の土器群 ( 図 37-1 ～ 5) で占められ、弥生後期前半期の帰属時期が想定
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される SH6013 との切り合い関係に矛盾はみられない。出土土器が示す年代が正しいとすれば、本調査

区周辺で数少ない弥生中期後半期の竪穴住居となる。

V 区 SH6017（図 38）

　V 区西部で検出した竪穴住居であり、古墳後期以降の SH6001.6003 に切られる。部分的に壁溝及び壁

面の立ち上がりが残存しており、直径 3.9m の小形円形住居に復元できる。主柱穴は図示する 4 基であ

り、いずれも明瞭な柱痕をとどめる。住居中央に位置する SP6102 は、炭化物等を顕著に含まないものの、

住居床面において検出しており、炉跡と考える。　　

　図 38-1 ～ 5.6 は床面、図 38-7 のサヌカイト製打製石庖丁は壁溝上面から出土した。短頸広口壷 ( 図

38-1 の ) 形態から、本住居は弥生中期後半新段階に帰属するものと考える。
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V 区 SH6023（図 39）

　V 区西部で検出した竪穴住居である。弥生中期後半期の SH6017 に切られる。住居掘り方は確認でき

ておらず、炉 SP6118.SX6007 を中心として主柱穴を推定することで復元したものである。主柱穴は現

存する 4 基に南西部の攪乱坑内にもう 1 基推定し、多角形の配置を想定する。

　床面中央に位置する炉 SP6118 は、柱穴状となるもので、埋没土中に炭化物をやや多く含む。北側の

隅丸方形炉 SX6007 は灰褐色系の粘土を主体とし、炭化物を多く含む。底面より若干浮いた位置に土器

群をまとまった状態で投棄している。この円形炉と隅丸方形炉の組み合わせから、「イチマル土坑」に
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類似するが、炉跡の配置は異なっ

ている。

　図 39-1 は円形炉 SP6118、図

39-2 ～ 5 は隅丸方形炉 SX6007

から出土した資料である。半完

形に復元できる壺 ( 図 39-2) や甕

( 図 39-1.3 ～ 5) の形態から、本

住居は弥生中期後半中段階に廃

絶したものと推定しておきたい。

W 区 SH4009（図 40）

　W 区北西隅で確認した竪穴住

居である。現状では 3 基、攪乱

及び 28 次調査地にもう 3 基の柱穴を想定し、6 基の主柱穴を復元した。報告書作成段階で主柱穴を推

定し、竪穴住居として復元したことから、壁溝や炉の欠落など資料不足は否めない。しかし、各柱穴は

柱材抜き取りに伴う土器廃棄を行う点で共通していることや、その土器群が時期的にまとまることなど

を根拠として、住居として復元しておきたい。

　図 40-1 ～ 9 は出土遺物である。広口壷 ( 図 40-1.2) 短頸広口壷 ( 図 40-4) 甕 ( 図 40-7) の形態から、本住

居は弥生中期後半中段階に廃絶したものと推定しておきたい。

Ⅰ -3 区 SH3019（図 41）

　Ⅰ区北部で検出した竪穴住居である。東西方向で帯状に残る遺構面で確認しており、遺存状況が極

めて悪く壁溝の一部と主柱穴 1 基のみの提示となり、覆土は残存していない。壁溝は、西から直線的

に延びた後、東端で屈曲するようにみえるが、検出範囲が僅かなので円形か方形の区別は困難である。

SP3109 は検出面を根拠に主柱穴として提示するが、確定には至らない。

　本住居上位に存在していた古墳中・後期の住居群の埋没土を構成するⅢ層を除去して確認しているこ

とや、古墳中期の SH3001 に切られることを考慮し、壁溝出土の広口壷頸部片 ( 図 41-4) 土器が示す弥

生中期後半期の住居として評価しておきたい。

H 区 SB1004（図 42）

　Ｈ区西部で検出した掘立柱建物である。古墳前期の SH1007、弥生後期後半の SH1004 に切られ、弥

生前期埋没の SD0007 を切り込む。北西隅柱が平成 22 年度調査地に延び、桁行長も更に延びる可能性

があるが、現状で梁間 1 間 (2.6m) ×桁行 2 間 (4.6m) の柱構造をもつ。柱穴は長軸 1m 前後短軸 0.8m を

測る長方形乃至方形のものが多く、弥生期の建物としては大形の部類に属する。黒褐色粘土ブロックを

主体に基盤層の黄色粘土ブロックが混じる裏込土をもち、確認できた全ての柱穴で柱材が抜き取られて

いる。抜き取り穴や底面に残る変色部から推測して、直径約 20㎝の柱痕を想定できる。現状での南西

隅柱 SP1261 の抜き取り穴には、中期後半新段階の土器が比較的多く投棄されていた。また、他の調査

区の弥生期の掘立柱建物と比較して、残存深度が浅い。建物の一部上位には弥生後期以降の住居が存
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地区 遺構名 時期 梁間（間）桁行（間） 梁間 (m) 桁行 (m) 面積 (㎡ ) 主軸方向 柱穴平面形 柱痕径 備考
H 区 SB1004 弥生中期後半新段階 1 2 2.6 4.6 12.0 N-45°E 方形 20
H 区 SB1006 弥生中期後半新段階 1  N-81°E 隅丸方形
H 区 SB1008 弥生中期後半新段階 1 3 2.8 4.3 12.0 N-89°E 方形 20
H 区 SB1009 弥生中期後半新段階 1 1 3.2 (4.3) 13.8 N-60°W 円形・方形 20
L 区 SB5008 弥生中期後半新段階 N-40°W
M 区 SB6003 弥生中期後半新段階 1 2 2.9 6.0 17.4 N-87°E 方形 30 焼成破裂土器片
M 区 SB6004 弥生中期後半新段階 1 1 3.6 3.0+ α N-60°E 方形 30
M 区 SB6005 弥生中期後半中段階 1 1 2.9 2.5+ α N-31°W 円形 20
M 区 SB6006 弥生中期後半新段階 1 1 2.8 4.7 13.2 N-77°E 方形 25
M 区 SB6008 弥生中期後半新段階 1  3.2 N-60°E 方形 25
O 区 SB8001 弥生中期後半新段階 1 2 3.5 6.0 21.0 N-65°E 方形 焼成破裂土器 1
S 区 SB1104 弥生中期後半新段階 2.0 4.0 以上 N-65°W
S 区 SB1108 弥生中期後半中段階 1 2 2.9 5.7 16.5 N-89°W 方形 20
S 区 SB1109 弥生中期後半新段階 1 2 3.5 5.5 19.3 N-14°E 円形 20
S 区 SB1110 弥生中期後半新段階 1 1 3.2 4.6 14.7 N-79°W 方形 30
U 区 SB5503 弥生中期後半中段階 N-55°W 円形 20
U 区 SB5505 弥生中期後半新段階 1 2.6 N-42°W 円形 20
V 区 SB6001 弥生中期後半新段階 1 2.4 N-66°W 隅丸方形 15
W 区 SB4001 弥生中期後半中段階 1 1 2.5 3.5 8.8 N-67°W 隅丸長方形 20

Ⅰ -1 区 SB1001 弥生中期後半中段階  2 4.9 N-66°W 隅丸方形 15
Ⅰ -2 区 SB2001 弥生中期後半新段階 1 1 4.2 6.3 26.5 N-72°E 隅丸方形 20 ～ 25
Ⅰ -2 区 SB2002 弥生中期後半新段階 2 4 3.0 8.1 24.3 N-85°W 隅丸方形 20 ～ 25
Ⅰ -2 区 SB2003 弥生中期後半新段階 1 4 3.1 8.1 25.1 N-86°W 隅丸方形 20 ～ 25
Ⅰ -4 区 SB4002 弥生中期後半新段階 1 3 2.7 6.3 17.0 N-84°E 隅丸方形 20
Ⅰ -4 区 SB4003 弥生中期後半新段階 1 3 3.2 8.4 26.9 N-63°E 隅丸方形 20
Ⅰ -4 区 SB4004 弥生中期後半中段階 (2) 4.3 N-65°E 隅丸方形 25

Ⅰ -4 区 SB4005 弥生中期後半中段階 1  N-49°E 円形・隅
丸方形 20

Ⅱ -1 区 SB1001 弥生中期後半新段階 1 3 2.9 7.3 21.2 N-77°W 隅丸方形 20
Ⅱ -1 区 SB1002 弥生中期後半中段階 1 2 3.3 6.1 20.1 N-80°E 隅丸方形 25
Ⅱ -1 区 SB1003 弥生中期後半中段階 N-90°E 隅丸方形
Ⅱ -1 区 SB1004 弥生中期後半新段階 1 1 4.7 5.9 27.7 N-30°E 隅丸方形 30 ～ 35 焼成破裂土器
Ⅱ -1 区 SB1005 弥生中期後半中段階 1 3 2.5 7.8 19.5 N-82°W 隅丸方形 20
Ⅱ -1 区 SB1006 弥生中期後半新段階 1 2 2.8 4.2 11.8 N-87°E 隅丸方形 20
Ⅱ -1 区 SB1008 弥生中期後半中段階 1 1 3.2 3.4 10.9 N-11°E 隅丸方形

Ⅱ -2 区 SB2004 弥生中期後半新段階 1 3 2.4 5.1 12.2 N-10°E 隅丸方形 0.15
～ 0.2

Ⅱ -2 区 SB2006 弥生中期後半古段階 2  3.1 N-48°E 隅丸方形
Ⅱ -4 区 SB4003 弥生中期後半新段階 1 2 2.8 5.1 14.3 N-65°W 隅丸方形 0.2  
Ⅱ -4 区 SB4010 弥生中期後半中段階 1 2 2.9 3.9 11.3 N-88°W 隅丸方形 20 焼成破裂土器
Ⅱ -4 区 SB4011 弥生中期後半中段階 1 2 3.1 5.9 18.3 N-12°E 隅丸方形 25 ～ 30
Ⅱ -4 区 SB4012 弥生中期後半中段階 1 (2) 2.4 - - N-71°W 隅丸方形 20

表６　掘立柱建物跡一覧

在することが影響しているかも知れな

いが、後世の遺構形成に伴って上部が

かなりの削平を受けている可能性が高

い。

　図 42 下段は建物を構成する各柱穴

からの出土遺物である。土器資料は弥

生中期後半新段階を下限とする。須恵

器蓋杯 ( 図 42-19.20) は上位遺構からの

混入品である。図 42-22 は SP1201 か

ら出土した磨製石庖丁であり、石材は

赤色頁岩とみられる。
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H 区 SB1006（図 43）

　T 区東部で検出した掘立柱建物である。現状で桁行と考えられる 2 基の柱列を確認しているが、大半

を古墳後期に開削される SD0005 によって滅失するため、全体の柱構造は不明である。南側及び西側に

対応する桁行柱穴列が見られないことから、建物は北側及び東側へ延伸されるものと考えられる。

　出土した土器片は中期後半期に位置付けられる薄手の壷あるいは甕の胴部片であり、これ以上の時期

絞込みは困難である。ここでは、建物主軸が SB1008.1009 に類似することを評価し、本建物の帰属時期

を弥生中期後半新段階と捉えておく。

H 区 SB1008（図 44）

　H 区南東部で検出した掘立柱建物である。古代の SD1009、弥生後期の SH1002.1005 に切られ、弥生

中期後半の SB1009.SB1012 を切る。南側の大半が攪乱坑によって滅失するが、現状で梁間 1 間 (2.8m)

×桁行 3 間 (4.3m) の柱構造をもつ東西棟の建物と捉えられる。北側桁行 SP1474 が北西隅柱 SP1476 側

にややずれた配置となるが、柱痕から計測した柱間には、違和感があまりみられない。各柱穴では直径

約 20㎝を測る立柱状の痕跡が見られたが、細かな灰褐色粘土ブロックと基盤層に由来した黄色粘土か
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ら構成されており、柱材の抜き取りが行われた後の埋め土と判断できる。裏込土は酸化が進む黄灰色の

粘土ブロックを主体としており、一見基盤層と見紛う状態であった。

　出土遺物は、弥生中期末葉の所産でほぼ占められる。高杯脚部の形態が後期前半期に下る可能性が残

るものの、後期前半古段階の SH1002 に切り込まれる点から判断して、弥生中期後半期でも末葉となる

新段階の所産と推定しておく。

H 区 SB1009（図 45）

　H 区南西部で SB1008 に重複した検出した掘立柱建物である。弥生後期の SH1005、同中期末葉の

SB1008 に切られ、弥生中期後半の SB1012 を切る。建物東部を攪乱坑によって滅失するが、現状で梁

間 1 間 (3.2m) ×桁行 1 間 (4.3m) の柱構造をもつ。弥生中期後半期に多く見られる 1 間× 1 間の大形掘

立柱建物とした場合、梁間長・桁行長ともに短いことや、同時期の通有の建物に見られる梁間長と変わ

りがないため、桁行の柱穴を見落としている可能性が高い。

　裏込土は基盤層に由来した黄色粘土ブロックを主体としており、層界に帯状に細かな灰褐色粘土ブ

ロックを含むもので、一見基本層序のⅣ層と区別が困難なものである。柱痕は直径約 20㎝を測るもので、

灰褐色の粘土ブロックから構成されていることから見て、柱材の抜き取りが行われた可能性が高い。

　図 45-1 の広口壷の形態や施文の属性から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものとして捉え

る。図 45-2 は、口縁部外面を肥厚する甕であり、土佐からの搬入・模倣土器と考える。

L 区 SB5008（図 46）

　L 区東部で検出した掘立柱建物である。南北方向で帯状に残る遺構面において大型の柱穴 SP5163 と
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した柱穴を検出しており、資料不足を承知の上で建物復元を行った。SP5163 の深度から見て、北側と

西側の攪乱坑の部分に桁行を想定することができず、東側の未調査部分に身舎の大半が存在するものと

し、SP5163 の方向性から南北棟の建物主軸を想定した。桁行の柱間については 1 間以上復元する材料

はない。北西隅柱と見られる SP5163 の底面には、直径約 20㎝を測る柱材が残されていたが腐食が進ん

でいることもあり、取り上げることは叶わなかった。

　SP5163 からの出土遺物 ( 図 46-1 ～ 5) より、弥生中期後半期でも新段階に属する掘立柱建物と考えら

れる。

M 区 SB6003（図 47）

　M 区南部で検出した掘立柱建物である。弥生後期前半期の SH6006 と重複する位置にあるが、重複部

分の SH6006 の床面が攪乱によって消滅しているため、遺構による先後関係は分からない。北側の桁行

の 2 穴を攪乱坑で滅失するが、現状で梁間 1 間（2.9m）×桁行 2 間（6.0m）の柱構造をもつ東西棟の
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建物である。北東隅柱のみ小形の柱穴となるが、攪乱により上部を削平されているためであり、南側桁

行の柱穴は一辺が 1m を超える方形のもので統一されている。柱痕に相当する層位内には、細かな黄色

粘土塊や焼土塊が含まれていることから見て、柱材は全て抜き取られていると考えられるが、柱穴底面

に残る柱のあたりから推測して、直径が約 30㎝に達する柱材を想定することは可能である。大形の掘

り方に対応した柱材を有していたものと考えられよう。柱穴出土遺物 ( 図 47-1 ～ 10) からみて、弥生後

期後半新段階の建物と捉えられる。

　図 47-10 は、高杯又は台付鉢から剥離した円盤充填部分の破片であり、接合部を含めた全体が均質に

焼成を受けていることから、焼成破裂に伴って生じた資料と判断できる。焼成破裂土器 ( 片 ) が多く出

土している O 区 SD8001 と関連して土器焼成に関る遺構又はゾーンが近隣に存在することを示してい

る。

M 区 SB6004（図 48）

　M 区南部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH6011 に切られ、弥生中期後半期の SB6005 を

切る。現状で梁間 1 間（3.6m）×桁行 1 間（3.0m）の柱構造をもつが、建物西側を攪乱坑で滅失するため、

桁行は西側へ伸びる可能性が高い。また、弥生時代の掘立柱建物の中では梁間が長いものであり、各柱
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穴の平面規模も大形となっている。柱痕は確認できず、北側梁間の SP6104 では柱材抜き取りが行われ

ていたものの、底面に残された根石と見られる板状の流紋岩検出範囲などから、直径約 30㎝の柱材が

想定できる。柱穴の規模や想定される柱痕から判断して、かなりの荷重に耐え得る上部構造をもつ建物

と考えられよう。

M 区 SB6005（図 49）

　M 区南部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH6011、弥生中期後半の SB6004 に切られる。

現状で梁間 1 間（2.9m）×桁行 1 間（2.5m）の柱構造をもつが、南北に攪乱坑が存在しているため、

桁行がどちらかに伸びる可能性が高い。各柱穴は円形であり、柱のあたりから直径約 20㎝の柱痕をも
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つものと推定できる。弥生中期後半期の SB6004 に切られるため、遺構の切り合い関係においては、周

辺で比較的古い掘立柱建物と考えられる。出土土器の様相も SB6004 より先行する弥生中期後半中段階

の資料 ( 図 48-1 ～ 12) であり、両建物は時間差をもって建てられたと推測できる。

M 区 SB6006（図 50）

　M 区北部で検出した掘立柱建物である。上層に存在する SH6021 等の古墳後期の住居群に大きく削平

され、更に弥生後期前半期の SB6007 に切られる。現地調査において SP6359 や SP6454、SP6307 の切

り合い関係を誤認したため、記録作成や遺物の取り上げ等に混乱が生じてしまっている。現状で梁間 1

間（2.8m）×桁行 1 間（4.7m）の柱構造が確認できる。各柱穴は一辺が約 1m 程の方形を基調とする中

形のものであり、細かな黄色粘土ブロックの裏込土をもち、柱材は全て抜き取られている。底面に残る

柱のあたりと見られる変色部から、直径約 25㎝の柱痕が想定できよう。

　前述のとおり、遺物の取り上げの混乱が生じているため、出土遺物は弥生中期後半期から後期前半期

までの時間幅をもつものであるが、年代が下ると考えられる高杯脚（図 50-4）は後述する SB6007 から

の混入と理解し、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと理解したい。中期後半新段階には、本
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建物の類似した 1 間× 1 間の掘立柱建物が散見されるが、床面積はⅠ -2 区 SB2001 やⅡ -1 区 SB1004 に

見られるような大型のものではなく、一回り小形の建物ということになる。類似した床面積をもつ 1 間

× 1 間の掘立柱建物には S 区 SB1110 があり、柱穴規模等に共通点が多い。

M 区 SB6008（図 51）

　M 区北西部で検出した掘立柱建物である。上層を古墳後期の SH6012 に切られる。弥生中期後半期の

SH6039 と重複するが、遺構における先後関係は明確にできない。また、攪乱坑により大きく破壊され

るため建物の全容が不明確であるが、図示する 2 基の柱穴は間隔からみて梁行と捉えられ、東側の遺構
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面で対応する柱穴が確認できないことから、梁間

1 間（3.2m）で西側に桁行が伸びる東西棟と捉える。

隅柱となる 2 基の柱穴はいずれも一辺が 1m を超

える大形の方形を呈する。柱材はふき取られてい

たが、南東隅柱 SP6337 の最下部の根石上面で直

径約 25㎝の柱痕が僅かに確認された。裏込土は弥

生時代以降の基盤層であるⅣ層に極めて酷似する

黄灰色粘土ブロックから構成されており、入念に

埋め戻された結果固く締まり、人力掘削用具を寄

せ付けないほどであった。

　出土した壺胴部片（図 51-5）の球形化した胴部

形態から、弥生中期後半新段階の建物として推定

しておきたい。

O 区 SB8001（図 52）

　O 区北部で検出した掘立柱建物であり、弥生後

期後半期の SH8007、弥生中期後半期の SH8008 に

切られる。北西隅柱及び南東隅柱を欠損するが、

梁間 1 間 (3.5m) ×桁行 2 間 (6.0m) の柱構造をもつ

ものと見られる。桁行の柱間や柱穴底面のレベル

が一定ではないが、弥生期の掘立柱建物に見られ

る裏込土に類似した埋没土をもつことや、北東隅

柱の流紋岩製の根石の存在などから、報告書作成

段階で建物として復元した。北側桁行のSP8063に、

大型鉢 ( 図 52-7) など弥生後期前半期の遺物が混入が確認されたが、SH8008 との切り合い関係や他の出

土遺物の様相から、弥生中期後半新段階の掘立柱建物として報告する。

　出土遺物の内、壷底部 ( 図 52-2) や台付鉢脚 ( 図 52-6) は、外面に焼成破裂痕を留める。いずれも本調

査区を中心に分布する弥生中期後半期の土器焼成関連遺物である。図 52-8 は縄文深鉢片であり、外面

に凹線文帯が確認でき、下層からの混入遺物とみられる。

S 区 SB1104（図 53）

　S 区南西部で検出した並行する 2 条の溝である。弥生終末期以前の SH1044.1077 に切られ、弥生前期

埋没の SD1043 を切り込む。芯々間で 2.0m、現存長 4m に亘って検出しており、SD1042.1043 ともに、

遺構埋土などの文化層に起因した黒褐色粘土ブロックと基盤層に起因する黄色粘土ブロックで満たさ

れ、掘削後の早い段階で埋め戻されたことが想定できる。底面及び埋め戻し土中に柱痕を確認していな

いが、2 条並行する検出状態や他の調査区の事例から推測して、布掘状の掘り方をもつ建物の可能性が

高い。

　図 53-1 ～ 3 は出土遺物である。図 53-1 は広口壷口縁部、図 53-2 は短頸広口壷の口縁部片である。図
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53-3 の台付鉢脚部片は、端部がやや開くもので通有の形態と異なる。端部の拡張は明瞭であり、弥生中

期後半期の特徴を留めている。これらの出土遺物から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと

考えておきたい。

S 区 SB1108（図 54）
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　S 区南西部と O 区北部で検出した掘立柱建物である。弥生終末期の SH1044.1059 に切られ、弥生前

期埋没の SD1043 を切り込む。南西隅柱と桁行の 2 基の柱穴を攪乱坑で滅失するが、梁間 1 間（2.9m）

×桁行 2 間（5.7m）の柱構造をもつ。桁行の柱穴は方形と円形の中間的な様相を示し、最大径が 1m 前

後を測る大形であるが、柱痕は直径約 20㎝と弥生時代の掘立柱建物に通有のものである。

　北側の桁行 SP1765.2008 は、一つの柱穴に対して別番号を与えているが、SP1765 は柱抜き取り穴に

相当し、図 54-5 に示す完形の甕が 1 個体廃棄されていた。口縁・底部形態などの特徴から、弥生中期

後半期でも中段階に比定される資料であり、本建物の廃絶時期を示す資料とすることができる。

S 区 SB1109（図 55）

　S 区北東部で検出した掘立柱建物である。古代の SB1112、弥生後期後半期の SH1061 に切られる。

古代の SB1112 に南西隅柱を破壊されるが、現状で梁間 1 間（3.5m）×桁行 2 間（5.5m）の柱構造が確

認できるが、桁行は北側の攪乱坑に延びる可能性がある。また、梁間長が 3.5m を測る点は、本遺跡及

び周辺の弥生時代の掘立柱建物の中では最も長い部類に属する。
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　出土遺物 ( 図 55-1 ～ 4) の年代観から、弥生中期後半新段階に帰属する可能性が高い。

S 区 SB1110（図 56）

　S 区北東部で検出した掘立柱建物である。弥生後期後半期の SH1061 に切られる。梁間 1 間（3.2m）
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×桁行 1 間（4.6m）の柱構造をもち、各

柱穴は長辺が 1 ～ 1.6m、短辺が 1 ～ 1.2m

を測る大形長方形である。黄色粘土～シル

トのブロックから成る裏込土をもち、柱材

は全て抜き取られている。抜き取り穴から

推測して、径 25 ～ 30㎝の柱痕が想定でき

る。本地域では、弥生中期後半期に 1 間×

1 間の柱構造をもつ掘立柱建物は一定量確

認できるが、梁間長は通有掘立柱建物と変

わりがなく、Ⅰ -2 区 SB2001 や西碑殿遺跡

SB14 のような大形建物ではない。上部構

造を推定できる材料は提示できないが、1

間× 1 間の柱構造をもつ掘立柱建物でも、

床面積によって機能が異なっていた可能性

も考えられる。

　出土遺物の中で、口縁部内面に波状文

を描く広口壷（図 56-3）や、甕口縁（図

56-5）の形態から、本建物は弥生中期後半

新段階に帰属するものと推定しておきた

い。
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図 57　U区　SB5503　平・断面・出土遺物
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図 58　U区　SB5505　平・断面・出土遺物



U 区 SB5503（図 57）

　U 区中央部で検出した掘立柱建物である。現状で 2 基の柱穴しか提示できないが、竪穴住居の主柱

穴と比較して明瞭な柱痕をもつ大形の柱穴であることを評価し掘立柱建物として復元した。SP5168・

5048 間を梁間と捉えるには短いことから桁行の柱穴列と捉え、北・西側に対応する柱穴が存在しない

ことから、SP5168 を北西隅柱として南側に桁行の柱穴列を想定する。桁行の長さは、攪乱坑を挿んで

南側の SH5011 の箇所には存在しないことから、2 間を超えることはないと推定できる。

　図 57-1.2 は SP5168 からの出土遺物である。図 57-1 は弥生中期後半期の長頸壺であり、口縁端部外面

を中心に凹線文が施される。図 57-2 は小型薄手の鉢であり、弥生中期後半期の資料とみられるが詳細

な帰属時期を明らかにすることは困難である。出土遺物は少量であるが図 57-1 の長頸壺から、本建物

は弥生中期後半中段階に帰属するものと考えておく。

U 区 SB5505（図 58）

　U 区南東部と N 区に跨って検出した掘立柱建物。現状で梁間 1 間 (2.6) ×桁行 1 間 (2.5m) の柱配置が

見られるが、桁行は南の攪乱坑の部分に更に伸びると考えられる。柱配置にやや歪みが見られるが、柱

穴規模や SP5149 の丁寧な根石敷設などを掘立柱建物を構成するものと判断し、報告書作成段階で復元

した。遺構の切り合い関係では、北西隅柱が弥生後期前半中段階の SH5011 に切られるため、それ以前

の所産と推定することができる。

　図 58-1 ～ 3 は出土遺物である。壺底部 ( 図 58-3) 甕口縁 ( 図 58-1) の形態から、本建物は弥生中期後半

新段階に帰属するものと推定しておく。

V 区 SB6001（図 59）

　V 区北西部で検出した掘立柱建物である。南側梁間と東側の桁行の 1 基の柱穴のみを確認しているが、
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図 59　V区　SB6001　平・断面・出土遺物



建物北側の大部分を中世の条里型地割坪界溝 SD6001 によって失う。梁間は 2.4m を測り、弥生時代の

掘立柱建物では短い部類に属する。柱痕は直径 15㎝を測る黒褐色粘土であり、裏込土は、基本層序Ⅳ

層に由来する黄色粘土ブロックを主体とする。

　図化可能な出土遺物は南西隅柱 SP6055 より出土した甕 ( 図 59-1) のみであるなど時期決定に課題を残

すが、出土遺物から本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと推定しておきたい。

W 区 SB4001（図 60）

　W 区西端で検出した掘立柱建物である。南西隅柱が 28 次調査区へ伸び、北東隅柱が攪乱坑で滅失す

るが、梁間 1 間 (2.5) × 1 間 (3.5m) の柱構造をもつ。但し、本遺跡を中心に見られる弥生時代の 1 間× 1

間の類例と比較した場合、規模が小形であることから、梁間や桁行方向に柱列が追加される可能性があ

る。埋没土は、裏込土に離水の進んだ黄色シルト～粘質土を基調としており、ブロック状を呈する以外

は、基盤層である基本層序Ⅳ層に類似したものである。SP4127 において直径 20㎝ほどの柱痕を確認し

ているが、裏込土と同様に離水がすすむ黄褐色の粘質土で、他の遺構と同様に柱穴底面が灰色に変色し

ていた。柱痕規模は、他の 1 間× 1 間の掘立柱建物よりやや小さく、先に想定したように柱列が追加さ

れる余地を残している。資料不足は否めないが、建物復元の妥当性は、28 次調査の報告に委ねたい。

　出土遺物で SK4008 から出土した甕 ( 図 60-1) の形態から、本建物は弥生中期後半中段階に廃絶した

ものと推定しておきたい。
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図 61　M・Z・I 区　平面　　
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Ⅰ -1 区 SB1001（図 62）

　Ⅰ区南西部で検出した掘立柱建物である。南側の桁行を近代溝で滅失し、北側の桁行 2 間分が残存す

る。桁行の柱穴は隅丸方形を呈し、検出面が大きく削平されているため、他の弥生中期の掘立柱建物と

比較して深度が浅いが、裏込土は基盤層であるⅣ層起源のブロック土を多く含むものであり、出土遺物

は弥生中期後半期のものに限られる ( 図 62-1 ～ 3)。

　細頸壷 ( 図 62-1) はやや古相を示すが、甕底部 ( 図 62-3) の形態から、本建物は弥生中期後半中段階に

帰属するものと考えておきたい。

Ⅰ -2 区 SB2001（図 63・64）

　Ⅰ区中央部で検出した掘立柱建物である。梁行 1 間 (4.2m) ×桁行 1 間 (6.3m) の柱構造をもち、一辺

が約 1.3 ～ 1.8m を測る隅丸方形を基調とした大形柱穴から構成される。北西隅・北東隅柱では確認で

きなかったが、南西・南東隅柱において直径約 20 ～ 25㎝の柱痕が確認された。北東隅柱 SP4169、南

東隅柱 SP2040 は削平を受けた砂礫層 ( Ⅴ層 ) 上面で検出しており、柱痕部を除いた裏込土には、粘土

ブロックに加えてⅤ層起源の砂礫が多く含まれている。裏込土を中心した出土遺物から弥生中期後半期

の所産と考えられ、本建物より東方に約 40m 離れたⅡ区 SB1004 と建物規模及び柱穴規模が類似する。

弥生中期後半期における 1 間× 1 間の掘立柱建物は数棟見られるが、大規模なものは上記の 2 棟に限ら

れる。また、それぞれ周辺に梁行 1 間、桁行数間の通有パターンの掘立柱建物群を伴っており、建物群

構成の点でも類似点が多く見出せる。周辺の集落では、西碑殿遺跡で確認されたほぼ同時期に属する梁

行 1 間×桁行 1 間の SB14 が挙げられる。
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図 63　Ⅰ -2 区　SB2001　平・断面



　出土遺物 ( 図 64-1 ～ 15) から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属すると推定しておきたい。

Ⅰ -2 区 SB2002（図 65・66）

　Ⅰ区南東部とⅡ区南西部に跨って検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH2001.1002 に切られ、弥

生前期埋没の SD4002 を切り込む。東側の梁行のみ 2 間、西側の梁行 1 間 ( ともに 3.0m)、桁行 4 間 (8.1m)

の柱構造をもち、建物主軸は座標北から 86°西へ振った東西棟であり、北側に隣接する SB2003 とよく

似た建物主軸及び床面積をもつ。西側の梁行も精査したが確認できず、東側の梁行のみ 2 間となる変則

的な柱構造を提示せざるを得ない。柱痕下位に流紋岩の板石による根石が確認されており、確認できた

柱痕は直径約 20 ～ 25㎝を測る。前述したとおり、SB2003 と建物主軸や方位、床面積などが類似するが、

片側の梁行の柱間数と柱穴掘り方の規模は異なっている。出土遺物から本建物が若干先行して建てられ

たものと推測されるが、構築位置や床面積において SB2003 と類似する点が多い。近接しすぎているか

もしれないが、両者が一定期間同時併存した可能性は高い。

　出土遺物の様相から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属すると考える。

Ⅰ -2 区 SB2003（図 67・68）

　Ⅰ区南東部とⅡ区南西部に跨って検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH2001.1003 に切られ、弥

生中期後半期の SB1002 を切り込む。北西隅柱と北側桁行の 1 穴を攪乱坑で失うが、梁行 1 間 (3.1m) ×

桁行 4 間 (8.1m) の柱構造と 25.1㎡の床面積を復元できる。各柱穴は、一辺が 1m を超える隅丸方形を呈

し、隅柱は約 1.5m に迫るなど大形の掘り方を柱穴が掘り込まれる。抜き取りが行われないか、下部に
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図 64　Ⅰ -2 区　SB2001　出土遺物
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土
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）
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土
ブ
ロ
ッ
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ブ
ロ

ッ
ク
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山
塊
多
く
含
む
）
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10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
　
下
部
変
色
　

SP1412
上
層
か
ら
の
小
ピ
ッ
ト

２
 

10YR7/6
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黄
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色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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上
層
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ら
の
小
ピ
ッ
ト

３
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土

４
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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地

山
塊
少
量
含
む
）

５
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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地

山
塊
多
く
含
む
）

６
 

10YR4/2
灰
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク

（
地
山
塊
多
く
含
む
）

１
 

10YR4/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

２
 

10YR3/2
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

３
 

10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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地
山
塊
多
く
含
む
）

４
 

10YR2/1
黒
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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10YR3/1
黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

６
 

10YR5/1
褐
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

７
 

10YR7/6
明
黄
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
シ
ル
ト
～
細
砂

多
く
含
む
）

８
 

10YR4/2
灰
黄
褐
色
シ
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ト
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

９
 

10YR6/6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
（
地
山
塊
多
く
含
む
）

１
 

10
YR

3/
1

黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

山
塊
多
く
含
む
）
抜
き
取
り
穴
の
埋
土
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5Y
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1

黒
褐
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

山
塊
多
く
含
む
）
抜
き
取
り
穴
の
埋
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4/
1

黄
灰
色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
（
地

山
塊
多
く
含
む
）
抜
き
取
り
穴
の
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４
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3/
2

黒
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色
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
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地

山
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多
く
含
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）
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明
黄
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土
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ク
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黄
褐
色
粘
土
ブ
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ク

７
 

2.
5Y

5/
3

黄
褐
色
シ
ル
ト
（
黒
褐
色
粘

土
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
）

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
（地山塊多く含む）

２ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
３ 10YR5/1 褐灰色粘土ブロック

（中砂～粗砂多く含む）
４ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地

山塊多く含む）

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
２ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く

含む）
３ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック
４ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊少量含む）
５ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
６ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
７ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土

ブロック多く含む）
８ 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック

１ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック
２ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 2.5Y4/1 黄灰色粗砂（小礫・黒褐色粘土ブロック多く含む）

１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック　裏込め土
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１ 10YR6/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多
く含む）

２ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く
含む）

３ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック
５ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く

含む）
６ 10YR5/6黄褐色粘土ブロック
７ 10YR7/8黄橙色粘土ブロック
８ 10YR8/8黄橙色粘土ブロック
９ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
10 10YR7/4にぶい黄橙色粘土ブロック
11 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック
※ １、２抜き取り穴の埋め土　３～11裏込め 

１ 10YR3/3 暗褐色粗砂混粘土ブロック（地山塊・炭化物やや
多く含む

２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊・炭化物多く含む
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR5/3 にぶい黄褐色粘土ブロック
※　１、２抜き取り穴　３、４裏込め土

１ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む） 
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柱痕が遺存する柱穴では、直径約 20 ～ 25㎝の灰黄褐色粘土に置換した柱痕が確認された。

　また、北東隅柱 SP1387 では、底面に梁行方向の楕円形の変色部が観察された。柱痕下部の底面に見

られる円形の変色部とは明らかにことなり、横木状の基礎固めが行われた可能性が極めて高い。また、

本建物の南側には、SB2002 が主軸方向を揃えて並列して見られる。軒をどの程度想定するかによって

同時併存の可否が分かれるが、両者の出土遺物はほぼ同時期を示しており、建物主軸や柱構造の類似性

や位置関係からみて、一定期間同時併存した可能性は高い。

　出土遺物から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属すると考えたい。

Ⅰ -4 区 SB4002（図 69）

　Ⅰ区北東部で検出した掘立柱建物である。古墳中期の SH4001、弥生終末期の SH4007、弥生後期前

半期の SH4003、弥生中期後半期の SB4003 に切られ、弥生中期後半期でも古相の SK4010 を切り込む。

SB4003 とは位置・方位を同じくしており、本建物が規模を大きくして建て替えられたものと考える。

梁行 1 間 (2.7m) ×桁行 3 間 (6.3m) の柱構造をもち、想定床面積は約 17㎡である。後出する SB4003 と

比較して、柱穴規模もやや小振りであるが、柱痕の直径は約 20㎝とあまり差が見られない。裏込土は

構築の基盤層となるⅣ層起源のブロック土で満たされている。

　出土遺物 ( 図 69-1 ～ 4) は弥生中期後半期のもので占められるが、詳細な時期決定は難しい。ここでは、

弥生中期後半新段階の SB4003 に切られることから、本建物は弥生中期後半中段階に帰属するものと推
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定しておきたい。

Ⅰ -4 区 SB4003（図 70・71）

　Ⅰ区北東部で検出した掘立柱建物である。古墳中期の SH4001、弥生終末期の SH4007、弥生後期前

半期の SH4003 に切られ、弥生中期後半期の SK4010 を切る。前述のとおり、SB4002 が建て替えられ

た建物である可能性が高い。梁行 1 間 (3.2m) ×桁行 3 間 (8.4m) の柱構造をもち、床面積は 26.9㎡を測る。

柱穴規模にはバラツキが認められるが、概ね隅丸方形を基調とし、柱痕が明瞭に残存する

SP4027.4150.4163 を除いて、抜き取りが行われ、埋め戻しの際に流紋岩片が投棄されている。柱痕の直

径は、現状で約 20㎝を測るものが多く、南西隅柱 SP4141 の抜き取り穴下位の底面では、方形の板状の

木質痕が検出された。取り上げることはできなかったが、底面に明瞭な変色域をとどめており、礎板が

用いられていた可能性が高い。出土遺物や柱構造から、弥生中期後半期に位置付けられるが、同時期の

掘立柱建物の中では柱間が芯々間で約 2.8m とやや長いことや、柱穴規模が大きいことも合わせて異質
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な存在と言える。

　 短 頸 広 口 壷 ( 図 71-4) や 甕 ( 図

71-5) の形態から、本建物は弥生中

期後半新段階に帰属するものと推

定しておきたい。

Ⅰ -4 区 SB4004（図 72）

　Ⅰ区北東部で検出した掘立柱建

物である。古墳中期の SH4001 に

切られ、弥生後期前半期の SH4002

に 切 ら れ、 弥 生 中 期 後 半 期 の

SX4003 を切り込む。北側桁行が攪

乱坑で滅失するが、現状で南側桁

行の 2 間を残すのみとなっている。

柱穴規模は、一辺が約 1m の隅丸

方形を呈し、南西隅柱のみ柱痕の

確認が可能であった。

　出土遺物 ( 図 72-1 ～ 9) の年代観

から、本建物は弥生中期後半中段

階に帰属するものと推定しておき

たい。

Ⅰ -4 区 SB4005（図 73）

　Ⅰ区東部で検出した掘立柱建物である。弥生前期埋没の SD4002 を切り込む。建物東側が攪乱坑で大

きく滅失し、西側梁行 1 間 (2.2m) と北側桁行柱穴の 1 基を残すのみとなっている。北側桁行の柱通り

が不良で弥生時代の掘立柱建物の中では梁行が短いなど、建物復元に否定的な材料が多いが、柱痕規模

や裏込土の特徴などを優先して、掘立柱建物として復元を行った。

　出土遺物 ( 図 73-1.2) や埋没土の特徴などから、弥生中期後半中段階の建物と推定しておく。

Ⅱ -1 区 SB1001（図 75・76）

　Ⅱ区南側中央部で検出した掘立柱建物である。古墳中期の SH1004、弥生終末期の SH1005、弥生後

期後半期の SH1006、弥生中期末葉の SH1010 に切られる。これらの遺構を除去した段階で東西方向の

柱穴列を確認しており、現状で梁行 1 間 (2.9m) ×桁行 3 間 (7.3m) の柱構造をもち、床面積は約 21.2㎡

を測る。主に東半分の柱穴において直径約 20 ～ 25㎝の柱痕を確認しており、柱通りは良好である。

　裏込土には、古土壌に由来した黒褐色系シルトはあまり含まれておらず、基本層序Ⅳ層に由来する黄

褐色シルト・粘土から成るブロックを主体としており、検出作業は難航を極めた。また、柱穴深度が浅

いのは、上部の弥生後期以降の住居構築によって削平を受けたためと考えられよう。図 76 は本建物に

伴う出土遺物である。高杯 ( 図 76-6) は脚部から杯部にかけての破片であり、円盤充填と杯部の擬口縁
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図 73　Ⅰ -4 区　SB4005　平・断面・出土遺物
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図 74　部分平面図　
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１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
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図 75　Ⅱ -1 区　SB1001　平・断面
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図 76　Ⅱ -1 区　SB1001　出土遺物



部も他の内外面と同様に焼成をうけており、土器焼成に伴う資料と考えられる。

　短頸広口壷 ( 図 76-2) の口縁形態から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと考えておきたい。
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１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR3/2黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
４ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロッ

ク多く含む）
５ 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロッ

ク多く含む）
６ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロッ

ク多く含む）
※ ２～６裏込め土

１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック（シルト～細砂多く含む）
４ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（シルト～細砂多く含む）
５ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（シルト～細砂多く含む）
６ 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック 

１ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
２ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
４ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック
５ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
６ 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
７ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
８ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
９ 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
10 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
11 10YR2/1黒色粘土ブロック（地山塊多く含む）
12 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
13 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR2/1 黒色粘土（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック
５ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
６ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
７ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック
８ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
※ ２～８裏込め土

１ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
５ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
６ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック

１ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
５ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
６ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
７ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
８ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
９ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
10 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
11 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
12 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
13 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック
14 10YR6/8 明黄褐色粘土ブロック
15 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
※ ２～ 15裏込め土
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図 77　Ⅱ -1 区　SB1002　平・断面・出土遺物



Ⅱ -1 区 SB1002（図 77）

　Ⅱ区西部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH2001.1002.1014 に切られ、弥生中期後半期の

SB2003 を切られる。梁行 1 間 (3.3m) ×桁行 2 間 (6.1m) の柱構造をもつ。各隅柱は長軸が 1m を超える

大形の隅丸長方形の柱穴から構成される。裏込土は、黄褐色粘土ブロックに古土壌とみられる黒褐色粘

土ブロックを含む締まりのあるもので、南側桁行の 3 穴のみ柱痕が遺存する。柱痕の直径は約 20 ～ 25

㎝である。

　各柱穴からの出土遺物 ( 図 77-1 ～ 7) の特徴からみて、本建物は弥生中期後半中段階に帰属するもの

と考えておく。

Ⅱ -1 区 SB1003（図 78）

　Ⅱ -1 区南東部で検出した掘立柱建物である。南西隅柱と南側桁行の一部を検出するに止まり、大半

は攪乱坑で滅失するため、柱構造や床面積を想定する材料に乏しい。両柱穴ともに大きく柱の抜き取り
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１ 2.5Y3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）土層埋め戻し土
２ 2.5Y4/1 黄灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）土層埋め戻し土
３ 2.5Y2/1 黒色粘土ブロック（地山塊少量含む）土層埋め戻し土
４ 2.5Y3/2 黒褐色粘土ブロック
５ 2.5Y7/6 明黄褐色粘土ブロック　下層裏込め土
６ 2.5Y6/8 明黄褐色粘土ブロック　下層裏込め土

１ 10YR8/6 黄橙色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック含む）
２ 10YR7/8 黄橙色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック含む）
３ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック
４ 10YR6/4 にぶい黄橙色粘土ブロック
５ 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック
６ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
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１ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊やや多く炭化物少量混じる）
２ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
３ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
４ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
５ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック（小）多く含む）
６ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック（小）多く含む）
７ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
８ 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
９ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
10 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
11 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
12 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
13 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（褐灰色粘土ブロック多く含む）
14 10YR5/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
15 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
16 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
※ ２～ 16裏込め土　微量に炭化物混じる
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 １ 10YR2/1 黒色粘土ブロック（地山塊少量含む　炭化物を微量に含む）

２ 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR3/2 黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
４ 10YR4/2 灰黄褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
５ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック（地山塊多く含む）
６ 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
７ 10YR4/1 褐灰色粘土ブロック
８ 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
９ 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック（小）やや多く含む）
10 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック（小）やや多く含む）
11 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック
12 10YR3/1 黒褐色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
13 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
14 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
15 10YR6/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
16 10YR7/6 明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロック多く含む）
17 10YR5/6 黄褐色粘土ブロック

１ 10YR2/1黒色粘土（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊（大）やや多く含む）
３ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊（大）やや多く含む）
４ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
５ 10YR2/1黒色粘土ブロック（地山塊（大）やや多く含む）
６ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（大）やや多く含む）
７ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）やや多く含む）
８ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊（小）やや多く含む）
９ 10YR5/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）やや多く含む）
10 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
11 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
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１ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊少量含む）
２ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊多く含む）
３ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
４ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
５ 10YR4/2灰黄褐色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
６ 10YR3/1黒褐色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
７ 10YR2/1黒色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
８ 10YR3/2黒褐色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
９ 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（小）多く含む）
10 10YR7/6明黄褐色粘土ブロック
11 10YR4/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
12 10YR5/1褐灰色粘土ブロック（地山塊（大）多く含む）
13 10YR6/6明黄褐色粘土ブロック（黒褐色粘土ブロックを多く含む）
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図 79　Ⅱ -1 区　SB1004　平・断面



が行われており、柱痕は遺存しない。SP1095 では、柱抜き取り後に多量の土器が投棄されていた。

　図 78-7 は、甕頸部片であるが、外面は焼成破裂痕で満たされている。水差 ( 図 78-6) は、本地域の土

器組成上少数派となるもので、口縁外面に複数の凹線文帯をもつ。また、Ⅱ -4 区 SB4011 の裏込土から

出土した破片が接合しており、本遺構との同時併存を示す資料となる。出土資料の特徴から、本建物は

弥生中期後半中段階に帰属するものと推定しておきたい。

Ⅱ -1 区 SB1004（図 79・80）

　Ⅱ区東部で検出した掘立柱建物である。弥生終末期の SH1009、弥生中期後半期の SB1008 に切られる。

梁行 1 間 (4.7m) ×桁行 1 間 (5.9m) の柱構造をもち、想定される床面積は 27.7㎡を測る。柱穴掘り方が

2m に迫る大形のものから構成され、確認された柱痕も 30 ～ 35㎝と他の弥生時代の掘立柱建物より大

きい。南西隅柱 SP1518 では上位からの柱抜き取りが確認されたが、下部に柱痕が遺存しており、柱穴

底面に残された柱のあたりも大形であることから、断面から推定した柱痕の規模は柱材をほぼ反映して

いるとみてよいだろう。

　裏込土は基盤層Ⅳ層に由来する黄褐色の粘土ブロックが主体であり、時期的に先行する遺構埋土ある

いは古土壌と見られる微細な黒褐色粘土ブロックを交えた細かな単位で埋め戻されており、柱穴・柱痕

規模に応じた入念な裏込土が敷設されている。柱構造及び柱穴・柱痕規模、帰属時期からみて、Ⅰ区
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図 80　Ⅱ -1 区　SB1004　出土遺物



SB2001 との類似点が多く、周辺に掘立柱建物群を伴うことも共通している。柱構造などから、かなり

高層な上部構造が想定できるし、掘立柱建物群のなかでも他の建物とは異なった機能をもっていたこと

が想定できる。

　図 80-10 は焼成破裂土器片であり、外面は全て破裂面となる。図 80-11 は壷又は甕胴部片であり、外

面は全て破裂痕が満たされている。図 80-15 は、結晶片岩製の大型剥片である。搬入石材であるが具体

的な用途を知ることはできない。出土遺物の特徴から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと

推定しておきたい。
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Ⅱ -1 区 SB1005（図 81）

　Ⅱ区東部で検出した掘立柱建物である。弥生中期後半期の SB4010 に切られる。梁行 1 間 (2.5m) ×桁

行 3 間 (7.8m) の柱構造をもち、床面積は 19.5㎡を測る。他の弥生中期後半期の建物と比較して、梁行が

短く柱間がやや長い印象を受ける。また、根石のようにみえる北側桁行の SP1495 は、柱抜き取り後に

流紋岩の板石を投棄している。本建物は、切り合い関係や出土遺物から見て、周辺に集中してみられる

掘立柱建物群の中でも弥生中期後半期の古い段階に構築されたと推定される。
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図 84　Ⅱ -2 区　SB2004　平・断面・出土遺物



　出土遺物 ( 図 81-1 ～ 6) の特徴から、本

建物は弥生中期後半中段階に帰属すると

考える。

Ⅱ -1 区 SB1006（図 82）

　Ⅱ区東部で検出した掘立柱建物である。

北側桁行の一部を攪乱坑で滅失するが、

梁行 1 間 (2.8m) ×桁行 (4.2m) の柱構造を

復元できる。他の周辺の掘立柱建物と同

様に、微高地上に立地するために柱穴の

残存深度がやや浅いが、直径約 20㎝の柱

痕と基盤層Ⅳ層に由来する黄褐色粘土ブ

ロックの裏込土をもつ隅丸方形の柱穴か

ら構成されている。出土遺物や柱構造な

どから弥生中期後半期の所産と推定され、

床面積や構造は本建物に若干先行する

SB4010 に類似するため、同一地点におけ

て建て替えが行われた可能性が高い。

　広口壷 ( 図 82-1) 長頸壺 ( 図 82-2) の形態から、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと推定し

ておきたい。

Ⅱ -1 区 SB1008（図 83）

　Ⅱ区東部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH4024、弥生終末期の SH1009 に切られ、弥生

中期後半の SB1004 を切り込む。梁行 1 間 (3.2m) ×桁行 1 間 (3.4m) の柱構造をもつ。柱穴の残存深度が

浅く、1 間× 1 間という単純な柱構造の復元にやや躊躇したが、切り合い関係や遺構埋没土・出土遺物

の共時性を重視し、建物復元を行った。同じ 1 間× 1 間柱構造でも大形の SB1004 とは異なる機能をも

つ建物と推定しておきたい。

Ⅱ -2 区 SB2004（図 84）

　Ⅱ -2 区北西部で検出した掘立柱建物である。弥生後期の SH2001 に切られる。梁行 1 間 (2.4m) ×桁

行 2 間 (5.1m) の柱構造をもち、弥生中期後半期の建物の中では梁行が短い部類に属する。建物主軸は

座標北から 10°東偏するもので、各柱穴は隅丸方形を基調としており、柱通りは良好で直径約 0.15 ～ 0.2m

の柱痕が観察された。

　図 84-1 ～ 5 は出土遺物である。図 84-1 が南西隅柱 SP2156、図 84-2.4 が南東隅柱 SP2006、図 84-3 は

西側桁行 SP4529、図 84-5 が東側桁行 SP2002 から出土している。これらの出土遺物の年代観から、本

建物は弥生中期後半新段階に帰属するものと推定しておきたい。

Ⅱ -2 区 SB2006（図 85）
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図 85　Ⅱ -2 区　SB2006　平・断面・出土遺物



　Ⅱ -2 区南東部で検出した掘立柱建物である。北側の桁行の 1 基を攪乱坑、南側桁行を中世条里坪界

溝 SD2001 によって切られる。また、桁行東側は調査区外となるため、更に伸びる可能性もある。柱穴

の残存深度が約 10㎝と浅いが、本建物周辺は極度に削平を考慮する必要があるため、柱穴平面形を重

視し建物復元を行った。

　出土遺物は、甕口縁 ( 図 85-1) のみであるが、口縁部形態や外面の凹線文の状況から、弥生中期後半

古段階に帰属すると推定できるため、本建物の帰属時期を示す資料として提示しておく。

Ⅱ -4 区 SB4003（図 86）

　Ⅱ -4 区南東部で検出した掘立柱建物である。古墳後期の SH4007 に切られる。攪乱坑や一部の柱穴

が調査範囲外となるが、現状で梁行 1 間 (2.8m) ×桁行 2 間 (5.1m) の柱構造が推定できるが、現状の南
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図 87　Ⅱ -4 区　SB4010　平・断面



東隅柱 SP4303 の根入れが浅いため、南東方向に桁行が更

に伸びる可能性が高い。柱穴の平面形は隅丸長方形を基調

としており、北西隅柱 SP4154、南西隅柱 SP4151 は整っ

た隅丸方形を呈する。柱穴残存深度が浅くなっているが、

本建物周辺は極度に削平を受けている点を考慮する必要が

ある。各柱穴ともにⅣ層に起因する黄褐色シルトの細かな

ブロックを多く含む裏込土をもち、黒褐色粘土に置換され

た直径約 20㎝の柱痕が確認できる。
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図 89　Ⅱ -4 区　SB4011　平・断面



　出土遺物には、弥生土器広口壷 ( 図 86-1.3)、同甕 ( 図 86-2.4)、回転台形土器 ( 図 86-5)、サヌカイト製

スクレイパー ( 図 86-6) がある。出土土器の特徴からみて、本建物は弥生中期後半新段階に帰属するも

のと推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SB4010（図 87・88）

　Ⅱ区東部で検出した掘立柱建物である。弥生中期後半期の SB1005 を切り込む。梁行 1 間 (2.9m) ×桁

行 2 間 (3.9m) の柱構造をもつ。南側桁行の柱筋の通りがやや悪いが、全ての隅柱が一段深く掘削され

ているなどの共通点がみられることから、建物復元を行った。南東隅柱 SP1493 は中位まで、南西隅柱

SP1390 は底面まで柱抜き取りが行われているが、SP1493 は柱抜き取り穴下位の柱痕を除去すると、横

木と見られる木質が遺存している箇所が確認された。腐食が進行しているためと取り上げることは不可

能であったが、幅約 10㎝長さ約 60㎝の木質痕が桁行方向の柱筋に合致する形で検出している。

　このような基礎固めの存在や、同じ条件で後世の削平を受けた周辺の弥生時代の掘立柱建物の柱穴と

比較して本建物隅柱の掘削深度が深いことなどと合わせて考えれば、本建物は高さのある上部構造を有

していたことが推定できる。
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１ 暗茶灰色粘質土（やまぶき黄色粘質土のブロックを含む）
２ やまぶき黄色粘質土（灰褐色粘質土のブロックを多量含む　

炭を含む）
３ やまぶき黄色粘質土（灰褐色粘質土のブロックを多量含む）
４ 暗灰色粘質土（やまぶき黄色粘質土のブロックを少量含む　

炭を含む）
５ やまぶき黄色粘質土（灰褐色粘質土のブロックを多量含む　

炭は含まない）
６ 暗灰色粘質土（やまぶき黄色粘質土の小ブロックを含む）
７ 白黄色粘質土（暗灰色粘質土のブロックを少量含む、炭を含む）
８ やまぶき黄色粘質土（暗灰色粘質土のブロックを少量含む　

炭を含む）

１ 暗茶灰色粘質土層（やまぶき黄色粘質土の小ブロックを少量
含む）

２ やまぶき黄色粘質土層（濁灰色粘質土のブロックを少量含む）
３ 白やまぶき黄色粘質土層
４ 暗灰色粘質土層（やまぶき黄色粘質土のブロックを少量含む）
５ やまぶき黄色粘質土（暗灰色粘質土のブロックを少量含む）
６ 暗灰色粘質土層
７ 暗灰色粘質土層（やまぶき黄色粘質土のブロックを含む）
８ 暗灰色粘質土層（黄色粘質土のブロックを少量含む）
９ やまぶき黄色粘質土（暗灰色粘質土のブロックを少量含む）
10 白黄色粘質土  

1
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3 4

5

1～ 3：SP4043
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地区 遺構名 時期 長軸 (m) 短軸 (m) 深度 (m) 断面形 備考
G 区 SK0003 弥生中期後半古段階 2.1 1.7 0.2 逆台形
O 区 SK8001 弥生中期後半新段階 - - 0.5 円筒形 焼成破裂土器片
S 区 SK1009 弥生中期後半新段階 - 0.7 0.2 逆台形
W 区 SK4003 弥生中期後半新段階 - 0.7 0.3 逆台形 焼成破裂土器 1
W 区 SK4005 弥生中期後半新段階 1 0.7 0.1 逆台形
W 区 SK4007 弥生中期後半新段階 0.7 0.3 逆台形
Z 区 SK7003 弥生中期後半中段階 - - 0.25 箱形
Z 区 SK7005 弥生中期後半中段階 - - 0.2 箱形

Ⅰ -4 区 SK4010 弥生中期後半中段階 2.3 1.3 0.5 箱形

　出土遺物の中で、南西隅柱 SP1390 の柱抜き取り時に投棄され完形に復元された長頸壺 ( 図 87-1) の形

態から、本建物は弥生中期後半新段階に廃絶したものと推定しておきたい。

Ⅱ -4 区 SB4011（図 89）

　Ⅱ -4 区北西部で検出した掘立柱建物である。弥生終末期の SH4012.4017 に切られる。南西隅柱を攪

乱坑で滅失するが、梁行 1 間 (3.1m) ×桁行 (2 間 ) の柱構造を復元できる。また、梁行とともに桁行柱

間が約 3m と長いことや、根石や裏込土内に板状の流紋岩片を多用し、柱痕の直径が約 30㎝と大形で

あるなどの特徴がみられる。

　図化可能な出土遺物には、北東隅柱 SP4207 から出土した弥生土器水差形土器 ( 図 78-6 Ⅱ -1 区

SB1003 に掲載 ) があり、Ⅱ -1 区 SB1003 を構成する SP1095 から出土した個体と接合した。本建物は、

弥生中期後半中段階にⅡ -1 区 SB1003 と同時併存したと考えられる。

Ⅱ -4 区 SB4012（図 90）

　Ⅱ -4 区北東部で検出した掘立柱建物である。古墳前期前半期の SH4005 に切られる。現状で梁行 1

間 (2.4m) ×桁行 1 間 (2m) の柱構造をもつが、桁行の延長上に攪乱坑等が存在することから、桁行は更

に延びる可能性が高い。柱穴掘り方は隅丸方形に近いが柱の当たりや断面形はバラツキがみられる。

　南側桁行の SP4043.4055 を中心に遺物が出土している。直口壷 ( 図 90-1) や甕底部 ( 図 90-3) の形態から、

本建物は弥生中期後半中段階に帰属するものと推定しておきたい。図 90-5 は SP4055 から出土した紅簾

片岩製打製石庖丁であり、弥生中期後半期では希少な事例となる。

表７　土坑一覧

G 区 SK0003（図 91）

　G 区南西部で検出した土坑である。南部を攪乱により滅失するが、隅丸長方形を呈し壁面は直立する

ものである。底面には北部を中心に土器片が集中して廃棄されており、中央には焼土と炭化物がややま

とまって検出された。平面や断面から貯蔵穴としての機能が推定できる。上層に弥生後期後半期の土器

( 図 91-10.11) が含まれるが、底面出土のもの ( 図 91-1 ～ 9) は凹線文出現期の弥生中期後半の土器群で占

められる。

　底面出土の土器群は、出土状況から一括廃棄されたものと推定できる。土器群の帰属時期は、口縁

部内面に櫛描文原体による斜格子文を描く広口壷 ( 図 91-1.2) や凹線文間に刻目文を施す大型鉢 ( 図 91-6)

からみて、凹線文出現期の弥生中期後半古段階と考えられる。
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O 区 SK8001（図 92）

　O 区中央部で検出した土坑で弥生中期後半期の SH8008 を切り込む。東半分を攪乱坑によって滅失す

るが、直径約 1.1m の円形土坑と考えられる。残存深度は約 0.5m とやや深いものであり、壁面は直立

気味に急角度で立ち上がる。埋没土は数層に細分できるが炭化物や焼土粒を含むなど層相は類似してお

り、一括して埋め戻された可能性が高い。

　炭化物や焼土粒を多く含み発泡土器片 ( 図 92-2) や焼成破裂土器片 ( 図 92-4 ～ 9) が含まれることか

らみて、土器焼成に関連した残滓の廃棄に関係した遺構と考えられる。また、本遺構南側に隣接する

SD8001 においても同様の遺物が多量に出土しており、近接する位置における土器焼成遺構の存在を示
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唆するものと考えられる。

S 区 SK1009（図 93）

　S 区中央部で検出した土坑であり、弥生後期後半期の SH1040 に切られ

る。北側は攪乱坑で滅失するが、一辺約 0.7m の隅丸方形の平面形をもつ

ものと考えられる。埋没土は黄褐色粘土ブロックが多く含まれ、砂岩礫が
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多く含まれることなど、掘立柱建物の裏込土の状況に類似するものがある。

　出土遺物はサヌカイト製石鏃のみであり、詳細な時期決定に課題を残すが、遺構の切り合い関係や埋

没土の特徴からみて弥生中期後半期の所産と推定しておきたい。また、組み合う柱穴を確認できなかっ

たが、掘立柱建物を構成する柱穴となる可能性が高い。

W 区 SK4003（図 94）

　W 区西部で検出した遺構であり、古墳前期の SH4010 に切られる。攪乱坑によって詳細な平面形や

規模は不明であるが、小規模な土坑と考えられる。図 94-1 ～ 5 は出土遺物であるが、弥生中期後半中

段階の資料 ( 図 94-3.4) と弥生中期後半新段階の資料 ( 図 94-1.2) が混在した状態を示す。ここでは、時間

的に後出する一群の資料を重視し、本遺構は弥生中期後半新段階に廃絶したものと考えたい。

　広口壷 ( 図 94-2) は、口縁部内面に焼成破裂痕が確認でき、O 区を中心に想定される土器焼成遺構に

関係した資料と考えられる。

W 区 SK4005（図 95）

　W 区西部で検出した土坑である。長軸約 0.7m 短軸約 0.7 残存深度約 0.2m の円形土坑である。規模や

深度からみて、竪穴住居の中央土坑の可能性もあるが、埋没土中に炭化物を含んでいない。

　小規模な遺構であるが、図 95-1 ～ 4 に示す弥生中期後半新段階の一定量の土器片が出土している。

W 区 SK4007（図 96）

　W 区西部で検出した土坑であり、弥生中期後半期の SH4013 に切られる。現状で長さ約 1m 幅 0.7m

残存深度約 0.3m を測る。埋没土は黄灰色粘土ブロックを多く含む単一層であり、弥生中期後半新段階

とみられる壺底部 ( 図 96-1) が出土した。

　出土遺物が少量であるが、SH4013 との切り合い関係などからみて、弥生中期後半期に帰属する遺構

とみて差し支えない。

Z 区 SK7003（図 97）

　Z 区南西部で検出した土坑である。北・東辺を攪乱坑で滅失するが、長軸約 2m 短軸約 1m の隅丸長

方形土坑と考えられる。残存深度は約 2.5m であり、断面形は箱形に近い。埋没土は数層に細分されて

いるが基本層序Ⅳ層起源の黄褐色シルトのブロックを多量に含む単一層であり、掘削後の早期の埋め戻

しが想定できる。また、これらの埋め戻し土を除去した北・東側の床面上において、幅約0.1m深さ約0.05m

の小溝を検出した。板材を据え付けための小溝にも見えるが、その上面を覆う均一な埋め戻し土との齟

齬があり、小溝の機能は不明とせざるを得ない。

　埋め戻し土から出土した細頸壺 ( 図 97-1) や甕底部 ( 図 97-2) の形態から、本土坑は、弥生中期後半中

段階に廃絶したと考えられる。また、南側の床面から滑石製臼玉 ( 図 97-3) が出土しているが、埋没土

と特徴と出土土器との隔たりが大きく、混入遺物と考えるのが妥当であろう。

Z 区 SK7005（図 98）

　Z 区南西部で検出した土坑である。大部分を攪乱坑で滅失するため、北東隅部のみ残存する。残存部
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分からの推定で隅丸長方形の土坑となる可能性が高い。残

存深度は約 0.2m を測り、埋没土は基本層序Ⅳ層に由来し

た黄褐色粘土ブロックを多量に含む埋め戻し土で満たされ

る。

　図化可能な出土遺物はみられないが、形態や埋没土の特

徴が SK7003 と類似していることから、弥生中期後半中段

階に帰属する遺構と考えておきたい。

O 区 SX8207（図 99）

　O 区北東部で検出した土坑であり、弥生後期前半期の

SH8203 に切られる。東端部が攪乱坑によって滅失するが、

長軸約 1.2m 短軸約 0.8m の楕円形を呈する土坑と考えられる。

埋没土は数層に細分されているが、いずれも黒褐色の粘土ブ

ロックを主体としており、一括して埋め戻された可能性が高い。

　出土遺物には、弥生中期後半期の高杯（図 99-1）に加えて、

壺あるいは甕の胴部の一部を構成すると見られる焼成破裂土器

片が含まれる。近接する O 区 SD8001.SK8001 などとともに弥

生中期後半期における土器焼成遺構の存在を示唆するものと考

えられる。

V 区 SX6008（図 100）

　V 区東部で検出した遺構であり、弥生後期前半期の SH1030

に切られる。南部を攪乱坑で滅失するが、直径約 1.4m の円形

土坑であり、残存深度は約 0.3m を測る。断面は凸状に窪む。

3 層に区分した埋没土はⅣ層起源の黄灰色粘土ブロックを多く

含むことで共通している。掘立柱建物の裏込土に類似するもの
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図 101　Ⅰ -4 区　SK4010　平・断面・出土遺物



であるが、柱痕をもたず周辺に組み合う柱穴がみられないことから、単体で報告する。

　図 100-1 は出土遺物であり、弥生時代中期後半新段階の広口壷の口縁である。

Ⅰ -4 区 SK4010（図 101）

　Ⅰ -4 区中央部で検出した土坑である。弥生終末期の SH4007、弥生中期後半期の SB4003 に切られる。

長軸 2.3m 短軸 1.3m の隅丸長方形を呈し、箱形の断面に 0.5m の残存深度を測る。炭化物を多く含む最

下層より上位は、Ⅳ層に起源の黄褐色シルトブロックを多く含む埋め戻し土である。埋め戻し土中位に

は、遺物片をやや多く含む。出土遺物 ( 図 101-1 ～ 20) は、人為的な埋没状況からみて一括資料と評価

できよう。規模・断面形からみて、貯蔵穴としての機能が推定できる。

　広口壷 ( 図 101-1 ～ 3) や甕 ( 図 101-4.5)、台付鉢 ( 図 101-11.12) の形態からみて、本土坑は弥生中期後

半中段階に帰属すると考えられる。

Ⅰ -4 区 SX4003（図 102）

　Ⅰ -4 区北部で検出した土坑である。西端部を攪乱坑で滅失するが、弥生後期前半期の SH4002、同中

期後半期の SB4004 に切られる。また、西半部が SB4004 の桁行に合致するように検出されたため、同

建物の柱据付に伴う布掘状の掘り方を考慮したが、遺構東端部で同建物の柱穴が検出されなかったこと

から、性格不明の大型土坑として報告したい。断面形は箱形を呈し、約 0.2m の残存深度を測り、底面

は極めて平坦である。埋没土は、Ⅳ層起源の黄褐色シルトのブロックを多く含むもので、掘削後に丁寧

に埋め戻されている。

　出土遺物には、断面が薄手の弥生中期後半期の土器砕片があるが、図化まで至っていない。SB4004

に切られることや埋没土の特徴からみて、具体的な性格は不明ながら弥生中期後半期の遺構として報告

しておきたい。
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G 区 SD0009（図 104）

　G.H 区中央部から西より部分において検出した溝である。弥生後期以降の遺構に切られ、弥生前期埋

没の SD0007 を切り込む。上面幅約 0.8m 残存深度約 0.35m を測り、やや弧状を描きながら南から北へ

流下する。埋没土の観察からは恒常的な流水状態は想定できず、穏やかな埋没状態にあったものと考え

られる。延長約 5m に亘り検出しているが、他の同時代との溝との連絡関係は不明となるが、弧状を描

く平面形や周辺の同時期の遺構を避けるように流下するようにもみえることから、複数の竪穴住居の周

溝が合流する排水溝の可能性も考えられる。

　図化可能な出土遺物は、弥生中期後半期の甕口縁（図 104-1）のみである。

N 区 SD7303（図 105）

　N 区北部で検出した溝である。上面幅約 1.2m 残存深度約 0.45m を測り、逆台形の断面形状をもつ。

東西方向で約 1.2m に亘って検出しているが、断面形状から土坑となる可能性もある。埋没土は基盤の

Ⅳ層のブロック土で一度に埋め戻されており、埋土中に土器片や焼土・炭化物、動物遺存体を含む。埋

没土や断面形状から O 区 SD8001 の延長部分とも考えられるが、出土遺物内容から住居などの建物に

地区 遺構名 時期 上面幅 (m) 下面幅 (m) 深度 (m) 断面形 備考
G 区 SD0009 弥生中期後半中段階 0.8 0.2 0.35 逆台形
N 区 SD7303 弥生中期後半中段階 1.2 0.45 逆台形
O 区 SD8001 弥生中期後半新段階 0.6 ～ 0.8 0.7 ～ 0.2 0.7 逆台形・V 字形 焼成破裂土器多数
O 区 SD8002 弥生中期後半新段階 0.4 ～ 0.5 0.2 ～ 0.3 0.1 ～ 0.25 逆台形・U 字形
T 区 SD1023 弥生中期後半新段階 0.5 ～ 0.6 0.2 0.1 U 字形
U 区 SD5005 弥生中期後半新段階 3 1 0.4 U 字形

V 区 SD6005 弥生中期後半新段階
～後期前半古段階 0.4 ～ 0.6 0.2 ～ 0.3 0.2 逆台形・U 字形

Z 区 SD7001 弥生中期後半中段階 0.7 0.3 0.2 逆台形

表８　溝状遺構一覧
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図 104　G区　SD0009　平・断面



隣接するエリアに構築された貯蔵穴の機能をもつ可能性が高い。

　出土遺物 ( 図 105-1 ～ 3) から弥生中期後半中段階に廃絶したものと考えられる。図 105-4 は流紋岩製

の砥石であり、片面を中心に研磨に伴う強い摩滅痕と線状痕が観察される。

O 区 SD8001（図 106 ～ 110）

　O 区南西部で検出した東西方向の溝である。上面幅約 0.6 ～ 0.8m、残存深度約 0.7m を測り断面形は

逆台形を基本とし、延長約 3.5m に亘って検出している。検出範囲の西側では、断面 V 字形に掘り直さ

れた形跡が認められ、平面的には舟形の土坑状を呈する。この掘り直しが行われた箇所には、焼土塊や

炭化物とともに土器溜りが形成されている。埋没土は数層に細分されるが、Ⅳ層起源のブロック土を多

－　　－110

23.6
a a’

1 2 動物遺存体

炭化物

獣骨

21

x=
13

58
74

y=25210

a a’

磨滅磨滅

1

2

3

4

0 1ｍ

（1/20）

焼土

炭化物

0 10cm

土器（1/4）

0 5cm

石器（1/2）

図 105　N区　SD7303　平・断面・出土遺物



－　　－111

炭

23.5
d d’

23.5
c c’

1 2

3

4

23.5
b b’

遺物集中遺物集中

10

11

12
12

1

4

6
5

3

9

8
7

3
2

10

33

23.5
a a’

炭化物
焼土粒

23
.5

e
e’

b

b’

c

c’

d

d’

y=25
220

x=
13

58
64

e
e’

a

a’

１ 暗灰褐色シルト　φ2.0 ～ 1.0 の炭化物少し混
２ 暗灰褐色微砂質土　φ2.0 ～ 1.0mmの白色礫を含む
３ 暗褐灰色砂質土　淡黄褐色細砂の地山ブロックを少量含む
４ 灰褐色砂質土 +淡黄褐色細砂（地山ブロック）

１ 暗灰～黄褐色細砂 +灰褐色シルト　φ0.5 ～ 5.0mmの砂粒を極少量含む
２ 灰褐色粘質土　暗灰～黄褐色細砂を少し含む　φ0.5 ～ 5.0mmの炭化物少量含む
３ 暗灰褐色粘質土　暗灰色細砂を極少含む　大型の炭を多く含む　遺物集中
４ 灰褐色粘質土　暗灰～黄褐色細砂を多く含む　炭化物少量含む　
５ 黄褐色細砂　灰褐色シルトを少し含む　地山味強い
６ 褐灰色シルト　黄褐色細砂　地山ブロック少量含む
７ 暗褐灰色シルト +黒褐色粘土
８ 暗褐灰色シルト
９ 暗褐灰色シルト +黄褐色細砂
10 灰褐色砂砂質土 +黄褐色細砂
11 黄褐色細砂 +褐灰色シルト
12 黄褐色細砂

0
1ｍ

（
1/

20
）

図 106　O区　SD8001　平・断面



－　　－112

1

2

3

4

5
6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

0 10cm

土器（1/4）

図 107　O区　SD8001　出土遺物（1）



－　　－113

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22 23

24 25

26

27 28

0 10cm

土器（1/4）

0 10cm

土器（1/3）

図 108　O区　SD8001　出土遺物（2）



－　　－114

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

0 10cm

土器（1/4）

図 109　O区　SD8001　出土遺物（3）



く含む点で共通しており、一括して埋め戻された可能性が高い。掘削当初から掘り直しを経た最終埋没

までの期間に恒常的な流水状態を示す堆積状況は見られず、居住域内の区画あるいは住居周溝などを繋

ぐ排水溝である可能性が高い。出土遺物の多くは掘り直し部分の土器溜りから出土しており、先に見た

埋没状況からみて一括性の高い資料と評価することができる。

　また、焼成破裂土器及び焼成破裂土器片、被熱変形土器が多く含まれていることや、埋め戻し土の中

に焼土塊や炭化物が含まれることを合わせて考えると、土器焼成遺構が近接した位置にあり、それに伴

う残滓を一括して廃棄したものと推定できる。また、本遺構周辺には、焼成破裂土器及び焼成破裂土器

片が出土する遺構が集中しており、これらは弥生中期後半期における土器焼成を集中的に行うエリアの

存在を示すものと考えられる。

　図 107 から図 110 は出土遺物である。壷底部 ( 図 110-14.22) は破断面を越えて黒斑が広がり、破片化

した状態で焼成を受けた資料と考えられる。壷胴部 ( 図 107-11) は、外面に鱗状の連続した焼成破裂痕

が確認できる。広口壷 ( 図 107-7)、甕 ( 図 108-6)、大型鉢 ( 図 109-1) は、破片間で黒斑が途切れる資料で

あり、破片化したのち黒斑が生じた資料と考えられる。

　甕 ( 図 108-4. 図 109-2.3.4.5)、高杯脚 ( 図 108-17)、甕或いは壷胴部片 ( 図 108-22.24) は発泡土器であり、

高杯脚 ( 図 108-17) は発泡した破片と通常の破片が接合し、甕 ( 図 109-4.5) は被熱による変形が著しい。

高杯又は台付鉢の円盤充填部の破片 ( 図 108-21) は、擬口縁部を跨いで黒斑がみられる。図 108-23 ～

28、図 109-7 ～ 19 は、焼成破裂土器片である。図 108-23.28 は両面が破裂面となるが、他の資料は内外
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面のどちらかが破裂面となる。いずれも、エッジが尖り、土器焼成時に薄く層状に破裂した様子が窺える。

　これらの土器群は、弥生中期後半新段階に比定されるが、ほぼ全ての器種で土器焼成に関係した痕跡

を留めており、本遺構周辺での土器生産は、ほぼ全ての器種に亘って行われていたと考えられる。

O 区 SD8002（図 111）

　O区北西部で検出した溝である。SH8008を切り込み、北へ直線的に約8m延びた後、西へ90°屈曲する。

攪乱坑によって分断されるため、SD8001 等の周辺の溝との連絡関係を掴むことが困難である。断面形

及び深度は一様ではなく、北部の屈曲部分へ向かうにつれて深くなる。埋没土の様相からみて恒常的な

流水は想定できない。90°屈曲する平面形は、住居や掘立柱建物を避ける意図があったことや、建物に

伴う雨落溝としての機能を想起させるものである。

　図 111-1 ～ 7 は出土遺物であり、主に無頸壷 ( 図 111-3) の形態から、弥生中期後半新段階を下限とす

る時期に比定できる。

T 区 SD1023（図 112）

　T 区南西部で検出した溝である。東西方向の延長約 3m に亘り検出しており、上面幅約 0.5m 残存深

度約 0.1m を測る。周辺に位置する G 区 SD0009 や V 区 SD6005 に接続する可能性があるが、弥生後期

以降の竪穴住居や攪乱坑の影響もあり確定はできない。北東端の平面形が北へ屈曲することから、周囲

の同時期の建物に規制を受けていた可能性もあり、竪穴住居の周溝等建物に伴う小規模な溝と想定して

おきたい。

　出土遺物には、長頸壺口縁（図 112-1）や広口壷口縁（図 112-2）いずれも弥生中期後半期に納まるも

のである。
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U 区 SD5005（図 113）

　U 区南部の SH5011 下層で検出した遺構である。溝としての略号を与えているが、形態から土坑と考

えられる。長軸約 3m 短軸約 1m の長楕円形を呈し、残存深度は約 0.4m 断面形は U 字形を呈する。埋

没土に基盤層の黄色粘土ブロックが多く含まれることから、掘削直後に埋め戻された可能性が高い。ま

た、平面形が整わないことから、貯蔵穴とは想定し難く、機能は不明とせざるをえない。

　図 113-1 ～ 7 は本遺構からの出土遺物であり、埋没状況を考慮すれば一括資料として評価できる。こ

れらの土器群の特徴から、本遺構は弥生中期後半新段階に帰属すると考えられる。高杯 ( 図 113-6) は下

方に拡張する脚端部をもち、外面に綾杉文を施すもので、備後地域からの搬入・模倣土器とみられる。

V 区 SD6005（図 114）

　V 区西部の古墳中・後期の住居群の下位で検出した溝である。南東方向から北西方向に直線的に伸び

る延長約 7m に亘って検出しており、断面形は U 字形あるいは逆台形を呈しており、埋没土は概ね上
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下 2 層に分かれる。下層は細かな黄色粘土ブロック含む崩落・流入土であり、上層は黒褐色粘土ブロッ

クから成る埋め戻し土である。後世遺構や攪乱坑に分断されるため、他の同時期の溝との連絡関係が不

明であるが、埋没土の様相から流水状態が想定できないため、居住域内の建物に伴う溝である可能性が

高い。

　出土遺物の中で図 114-2.5 は弥生後期前半期まで下るとみられるが、他のものは弥生中期後半期のも

ので占められる。古相を示すものは掘開時期を示し、新相を示すものは埋め戻し等の最終埋没時期を示

すものと考えたい。

Z 区 SD7001（図 115）

　Z 区南西部で検出した溝であり、古墳中期末葉の SH7004 に切られる。南西から北東方向へ向かう延

長約 2m のみ検出しており、上面幅約 0.7m 残存深度約 0.2m を測り、断面形は逆台形に近い。埋没土は

黄色粘土ブロックを多く含む単一層に近く、一括して埋め戻された可能性が高い。延長方向など不明な

点が多く残るが、竪穴住居の周溝等の機能をもつ可能性が高い。

　出土遺物（図 115-1 ～ 12）は弥生中期後半中段階に位置付けられるものであり、埋没状況から当該期

の一括資料と考えることができる。
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第 4節　弥生後期前半期から古墳前期前半期の遺構・遺物

　本節では、弥生後期前半期から古墳前期前半期の遺構・遺物を報告している。本節で紹介する遺構群

は、竪穴住居を中心として形成されており、本遺跡において最も遺構・遺物が多く認められる時期となる。

図 116.117 に示す本節の遺構全体図は、一見、竪穴住居が密集するようにみえるが、細別時期毎では分

散した遺構分布を示す。後期前半期には、中期後半期にみられた掘立柱建物集中域や土器焼成等の機能

分掌を背景とした単位は解体し、竪穴住居と掘立柱建物から構成される小単位は、S.T.U 区を中心とし

て穏やかに集合を始める。竪穴住居は直径約 8m を超える大型円形住居と直径約 5 ～ 6m の円形住居を

基本として、掘立柱建物が付随する構成となる。また、掘立柱建物では、総柱建物 (T 区 SB1114) や布

掘建物 (L 区 SB5007) が新たに出現するなど、前段階にみられない建物構成を採る。

　後期後半期から終末期にかけては、円形と方形住居、多角形住居の三者が混在した状況を示すが、多

角形住居の中には多数の張り出し部をもつ異系統 (O 区 SH8005) 住居や、8 次調査地の終末期における

大型方形住居の集中など、住居単位によっては異なる様相を示す。これらの住居群は、古墳前期前半期

にも継続して営まれるが構築位置の移動が認められ、より分散して分布する状況となるが、続く古墳前

期後半期には完全に消滅する。

　注目される遺物には、弥生後期前半中段階を境として出現する、銅鏃がある。銅鏃の多くの個体は、

古墳中期以降の遺構に混入した状態で確認されているが、時期が判明した個体数は弥生後期後半から終

末期に多くみられる傾向がある。連鋳式の鋳放し状態を一部にとどめる資料 ( 図 336-1) も存在するもの

の、青銅器生産に関係した遺構・遺物は確認されていない。装身具では、ガラス小玉の出土量や希少品

となるガラス製管玉、長さ約 5.5㎝の蛇紋岩大型勾玉など弥生後期前半期に集中してみられる状況があ

る。弥生終末期から古墳前期前半期には、舶載鏡片や小型倣製鏡片が出土するようになる。これらは竪

穴住居の埋め戻しに伴い土器類とともに廃棄されており、本書において取り扱う 22.23.25 次調査区内に

おいて分布上の偏りはみられないものの、遺跡全体においては集中域として捉えても差し支えない状況

にあるといえる。他地域からの搬入・模倣土器については、量的にみて 19 次調査の SR02 上層溝に及

ぶものではないが、弥生後期前半期に集中して出土する傾向は一致している。

　以上の遺構と遺物の状況からは、一見、弥生中期後半期から継続するようにみえる居住遺構の形成も、

弥生後期前半期にその構成や分布状態を違えており、大きな変化があったこと窺える。また、弥生後期

前半期を境にした他地域からの搬入・模倣土器の流入や銅鏃の出現など、出土遺物の面でも大きな変化

を指摘できる。

　以下、主な遺構・遺物について、調査区・遺構種別毎に順次報告していくこととしたい。

G 区 SH0001（図 118）

　G 区中央で確認した住居である。住居西側の輪郭は遺構検出が十分に行えず歪な方形となるが、炉跡

(SP194) 及び主柱穴の配置から、一辺が約 3.5 ～ 4m の方形住居として復元した。4 基の主柱穴の中央に

SP194 があり、焼土・炭化物を含む埋没土から、中央土坑と考える。南東隅の主柱穴 SP165 は、後世

の SB0003 と重複するため、平面形に乱れが生じているが、当初の形状が柱底面に残存している。

　床面や炉内からの出土遺物の内、鉢（図 118-12.18）の形態から、本住居は弥生終末期中段階の所産

と推定しておく。
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